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(57)【要約】
　ビデオデータを復号する方法は、符号化されたビデオ
データのビットストリームを受信するステップであって
、符号化されたビデオデータが区分された輝度ブロック
および区分された色差ブロックを表し、色差ブロックが
輝度ブロックと独立に区分される、ステップと、それぞ
れの区分された輝度ブロックに対応するそれぞれのコー
ディングモードを決定するステップと、決定されたそれ
ぞれのコーディングモードに従って、それぞれの区分さ
れた輝度ブロックを復号するステップと、それぞれの区
分された輝度ブロックと関連付けられるそれぞれのコー
ディングモードが第1の区分された色差ブロックを復号
するために使用されるべきであることを示す第1のシン
タックス要素を復号するステップであって、第1の区分
された色差ブロックが2つ以上の区分された輝度ブロッ
クと揃う、ステップと、2つ以上の区分された輝度ブロ
ックのそれぞれのコーディングモードの関数に従って第
1の区分された色差ブロックのための色差コーディング
モードを決定するステップと、決定された色差コーディ
ングモードに従って第1の区分された色差ブロックを復
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオデータを復号する方法であって、
　符号化されたビデオデータのビットストリームを受信するステップであって、前記符号
化されたビデオデータが区分された輝度ブロックおよび区分された色差ブロックを表し、
前記色差ブロックが前記輝度ブロックとは独立に区分される、ステップと、
　それぞれの区分された輝度ブロックに対応するそれぞれのコーディングモードを決定す
るステップと、
　前記決定されたそれぞれのコーディングモードに従って、前記それぞれの区分された輝
度ブロックを復号するステップと、
　前記それぞれの区分された輝度ブロックと関連付けられる前記それぞれのコーディング
モードが第1の区分された色差ブロックを復号するために使用されるべきであることを示
す第1のシンタックス要素を復号するステップであって、前記第1の区分された色差ブロッ
クが2つ以上の区分された輝度ブロックと揃う、ステップと、
　前記2つ以上の区分された輝度ブロックの前記それぞれのコーディングモードの関数に
従って、前記第1の区分された色差ブロックの色差コーディングモードを決定するステッ
プと、
　前記決定された色差コーディングモードに従って、前記第1の区分された色差ブロック
を復号するステップとを備える、方法。
【請求項２】
　前記色差ブロックが、少なくとも1つの区分された色差ブロックが単一の区分された輝
度ブロックと揃わないように、前記輝度ブロックとは独立に区分される、請求項1に記載
の方法。
【請求項３】
　前記それぞれの区分された輝度ブロックに対応する前記それぞれのコーディングモード
を決定するステップが、
　前記それぞれの区分された輝度ブロックに対応する第2のシンタックス要素を受信する
ステップであって、前記第2のシンタックス要素が前記それぞれのコーディングモードを
示す、ステップと、
　前記それぞれのコーディングモードを決定するために、前記それぞれの区分された輝度
ブロックに対応する前記第2のシンタックス要素を復号するステップとを備える、請求項1
に記載の方法。
【請求項４】
　前記それぞれの区分された輝度ブロックに対応する前記それぞれのコーディングモード
を決定するステップが、
　前記それぞれの区分された輝度ブロックの1つまたは複数の代表的な位置から1つまたは
複数のそれぞれのコーディングモードを選択するステップを備える、請求項1に記載の方
法。
【請求項５】
　前記1つまたは複数のそれぞれのコーディングモードを選択するステップが、前記関数
に従って前記1つまたは複数のそれぞれのコーディングモードを選択するステップを備え
る、請求項4に記載の方法。
【請求項６】
　前記1つまたは複数の代表的な位置が前記それぞれの区分された輝度ブロックの中心の
代表的な位置を含み、前記関数に従って前記第1の区分された色差ブロックの前記色差コ
ーディングモードを決定するステップが、
　前記中心の代表的な位置のために記憶されている前記決定されたそれぞれのコーディン
グモードを示す情報を取得するステップを備える、請求項4に記載の方法。
【請求項７】
　前記1つまたは複数の代表的な位置が前記それぞれの区分された輝度ブロックの角の代
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表的な位置を含み、前記関数に従って前記第1の区分された色差ブロックの前記色差コー
ディングモードを決定するステップが、
　前記角の代表的な位置のために記憶されている前記決定されたそれぞれのコーディング
モードを示す情報を取得するステップを備える、請求項4に記載の方法。
【請求項８】
　前記1つまたは複数の代表的な位置が1つまたは複数のサブブロックを備える、請求項4
に記載の方法。
【請求項９】
　前記それぞれの区分された輝度ブロックをそれぞれのサブブロックへと分けるステップ
と、
　前記決定されたそれぞれのコーディングモードを示す情報を、前記それぞれのサブブロ
ックと関連付けられるそれぞれのメモリ位置に記憶するステップとをさらに備える、請求
項1に記載の方法。
【請求項１０】
　前記関数が、前記2つ以上の区分された輝度ブロックの1つまたは複数のそれぞれのサブ
ブロックの位置を含む、請求項9に記載の方法。
【請求項１１】
　前記1つまたは複数のそれぞれのサブブロックの前記位置が前記2つ以上の区分された輝
度ブロックの中心のサブブロックであり、前記関数に従って前記第1の区分された色差ブ
ロックの前記色差コーディングモードを決定するステップが、
　前記中心のサブブロックのために記憶されている前記決定されたそれぞれのコーディン
グモードを示す前記情報を取得するステップを備える、請求項10に記載の方法。
【請求項１２】
　前記1つまたは複数のそれぞれのサブブロックの前記位置が前記2つ以上の区分された輝
度ブロックの角のサブブロックであり、前記関数に従って前記第1の区分された色差ブロ
ックの前記色差コーディングモードを決定するステップが、
　前記角のサブブロックのために記憶されている前記決定されたそれぞれのコーディング
モードを示す前記情報を取得するステップを備える、請求項10に記載の方法。
【請求項１３】
　前記関数が、前記それぞれのサブブロックと関連付けられるそれぞれのメモリ位置にお
ける、前記決定されたそれぞれのコーディングモードを示す前記情報の統計的分析を含む
、請求項9に記載の方法。
【請求項１４】
　前記関数に従って前記第1の区分された色差ブロックの前記色差コーディングモードを
決定するステップが、
　勾配またはより高次の導関数のうちの1つを使用して、前記それぞれのメモリ位置に記
憶されている前記情報を分析するステップを備える、請求項13に記載の方法。
【請求項１５】
　情報が、色差予測のための直接モードの指示、予測方向、動き情報、場所に依存するイ
ントラ予測組合せモードに対するフラグ、場所に依存するイントラ予測組合せモードに対
する1つまたは複数のパラメータ、分離不能変換に対する1つまたは複数の第2の変換セッ
ト、増強複数変換、適応複数変換、または、エントロピーコーディングデータモデルを決
定するための1つまたは複数のコンテキストのうちの1つまたは複数を含む、請求項1に記
載の方法。
【請求項１６】
　前記関数を示す第3のシンタックス要素を受信するステップをさらに備える、請求項1に
記載の方法。
【請求項１７】
　ワイヤレス通信デバイス上で実行可能であり、前記デバイスが、
　前記符号化されたビデオデータを記憶するように構成されるメモリと、
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　前記メモリに記憶されている前記符号化されたビデオデータを処理するための命令を実
行するように構成されるプロセッサと、
　符号化されたビデオデータの前記ビットストリームを受信するように構成される受信機
とを備える、請求項1に記載の方法。
【請求項１８】
　前記ワイヤレス通信デバイスが移動局であり、符号化されたビデオデータの前記ビット
ストリームが前記受信機によって受信され、セルラー通信規格に従って変調される、請求
項17に記載の方法。
【請求項１９】
　ビデオデータを復号するように構成される装置であって、
　符号化されたビデオデータのビットストリームを記憶するように構成されるメモリと、
　1つまたは複数のプロセッサとを備え、前記1つまたは複数のプロセッサが、
　　符号化されたビデオデータの前記ビットストリームを受信することと、前記符号化さ
れたビデオデータが区分された輝度ブロックおよび区分された色差ブロックを表し、前記
色差ブロックが前記輝度ブロックとは独立に区分され、
　　それぞれの区分された輝度ブロックに対応するそれぞれのコーディングモードを決定
することと、
　　前記決定されたそれぞれのコーディングモードに従って、前記それぞれの区分された
輝度ブロックを復号することと、
　　前記それぞれの区分された輝度ブロックと関連付けられる前記それぞれのコーディン
グモードが第1の区分された色差ブロックを復号するために使用されるべきであることを
示す第1のシンタックス要素を復号することと、前記第1の区分された色差ブロックが2つ
以上の区分された輝度ブロックと揃い、
　　前記2つ以上の区分された輝度ブロックの前記それぞれのコーディングモードの関数
に従って、前記第1の区分された色差ブロックの色差コーディングモードを決定すること
と、
　　前記決定された色差コーディングモードに従って、前記第1の区分された色差ブロッ
クを復号することと
　を行うように構成される、装置。
【請求項２０】
　前記色差ブロックが、少なくとも1つの区分された色差ブロックが単一の区分された輝
度ブロックと揃わないように、前記輝度ブロックとは独立に区分される、請求項19に記載
の装置。
【請求項２１】
　前記それぞれの区分された輝度ブロックに対応する前記それぞれのコーディングモード
を決定するために、前記1つまたは複数のプロセッサがさらに、
　前記それぞれの区分された輝度ブロックに対応する第2のシンタックス要素を受信する
ことと、前記第2のシンタックス要素が前記それぞれのコーディングモードを示し、
　前記それぞれのコーディングモードを決定するために、前記それぞれの区分された輝度
ブロックに対応する前記第2のシンタックス要素を復号することとを行うように構成され
る、請求項19に記載の装置。
【請求項２２】
　前記それぞれの区分された輝度ブロックに対応する前記それぞれのコーディングモード
を決定するために、前記1つまたは複数のプロセッサがさらに、
　前記それぞれの区分された輝度ブロックの1つまたは複数の代表的な位置から1つまたは
複数のそれぞれのコーディングモードを選択するように構成される、請求項19に記載の装
置。
【請求項２３】
　前記1つまたは複数のそれぞれのコーディングモードを選択するために、前記1つまたは
複数のプロセッサがさらに、前記関数に従って前記1つまたは複数のそれぞれのコーディ
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ングモードを選択するように構成される、請求項22に記載の装置。
【請求項２４】
　前記1つまたは複数の代表的な位置が前記それぞれの区分された輝度ブロックの中心の
代表的な位置を含み、前記関数に従って前記第1の区分された色差ブロックの前記色差コ
ーディングモードを決定するために、前記1つまたは複数のプロセッサがさらに、
　前記中心の代表的な位置のために記憶されている前記決定されたそれぞれのコーディン
グモードを示す情報を取得するように構成される、請求項22に記載の装置。
【請求項２５】
　前記1つまたは複数の代表的な位置が前記それぞれの区分された輝度ブロックの角の代
表的な位置を含み、前記関数に従って前記第1の区分された色差ブロックの前記色差コー
ディングモードを決定するために、前記1つまたは複数のプロセッサがさらに、
　前記角の代表的な位置のために記憶されている前記決定されたそれぞれのコーディング
モードを示す情報を取得するように構成される、請求項22に記載の装置。
【請求項２６】
　前記1つまたは複数の代表的な位置が1つまたは複数のサブブロックを備える、請求項22
に記載の装置。
【請求項２７】
　前記1つまたは複数のプロセッサがさらに、
　前記それぞれの区分された輝度ブロックをそれぞれのサブブロックへと分けることと、
　前記決定されたそれぞれのコーディングモードを示す情報を、前記それぞれのサブブロ
ックと関連付けられるそれぞれのメモリ位置に記憶することとを行うように構成される、
請求項19に記載の装置。
【請求項２８】
　前記関数が、前記2つ以上の区分された輝度ブロックの1つまたは複数のそれぞれのサブ
ブロックの位置を含む、請求項27に記載の装置。
【請求項２９】
　前記1つまたは複数のそれぞれのサブブロックの前記位置が前記2つ以上の区分された輝
度ブロックの中心のサブブロックであり、前記関数に従って前記第1の区分された色差ブ
ロックの前記色差コーディングモードを決定するために、前記1つまたは複数のプロセッ
サがさらに、
　前記中心のサブブロックのために記憶されている前記決定されたそれぞれのコーディン
グモードを示す前記情報を取得するように構成される、請求項28に記載の装置。
【請求項３０】
　前記1つまたは複数のそれぞれのサブブロックの前記位置が前記2つ以上の区分された輝
度ブロックの角のサブブロックであり、前記関数に従って前記第1の区分された色差ブロ
ックの前記色差コーディングモードを決定するために、前記1つまたは複数のプロセッサ
がさらに、
　前記角のサブブロックのために記憶されている前記決定されたそれぞれのコーディング
モードを示す前記情報を取得するように構成される、請求項28に記載の装置。
【請求項３１】
　前記関数が、前記それぞれのサブブロックと関連付けられるそれぞれのメモリ位置にお
ける、前記決定されたそれぞれのコーディングモードを示す前記情報の統計的分析を含む
、請求項27に記載の装置。
【請求項３２】
　前記関数に従って前記第1の区分された色差ブロックの前記色差コーディングモードを
決定するために、前記1つまたは複数のプロセッサがさらに、
　勾配またはより高次の導関数のうちの1つを使用して、前記それぞれのメモリ位置に記
憶されている前記情報を分析するように構成される、請求項31に記載の装置。
【請求項３３】
　情報が、色差予測のための直接モードの指示、予測方向、動き情報、場所に依存するイ
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ントラ予測組合せモードに対するフラグ、場所に依存するイントラ予測組合せモードに対
する1つまたは複数のパラメータ、分離不能変換に対する1つまたは複数の第2の変換セッ
ト、増強複数変換、適応複数変換、または、エントロピーコーディングデータモデルを決
定するための1つまたは複数のコンテキストのうちの1つまたは複数を含む、請求項19に記
載の装置。
【請求項３４】
　前記1つまたは複数のプロセッサがさらに、
　前記関数を示す第3のシンタックス要素を受信するように構成される、請求項19に記載
の装置。
【請求項３５】
　ワイヤレス通信デバイスであり、
　符号化された前記ビットストリームを受信するように構成される受信機をさらに備える
、請求項19に記載の装置。
【請求項３６】
　前記ワイヤレス通信デバイスが移動局であり、符号化されたビデオデータの前記ビット
ストリームが前記受信機によって受信され、セルラー通信規格に従って変調される、請求
項35に記載の装置。
【請求項３７】
　ビデオデータを復号するように構成される装置であって、
　符号化されたビデオデータのビットストリームを受信するための手段であって、前記符
号化されたビデオデータが区分された輝度ブロックおよび区分された色差ブロックを表し
、前記色差ブロックが前記輝度ブロックとは独立に区分される、手段と、
　それぞれの区分された輝度ブロックに対応するそれぞれのコーディングモードを決定す
るための手段と、
　前記決定されたそれぞれのコーディングモードに従って、前記それぞれの区分された輝
度ブロックを復号するための手段と、
　前記それぞれの区分された輝度ブロックと関連付けられる前記それぞれのコーディング
モードが第1の区分された色差ブロックを復号するために使用されるべきであることを示
す第1のシンタックス要素を復号するための手段であって、前記第1の区分された色差ブロ
ックが2つ以上の区分された輝度ブロックと揃う、手段と、
　前記2つ以上の区分された輝度ブロックの前記それぞれのコーディングモードの関数に
従って、前記第1の区分された色差ブロックの色差コーディングモードを決定するための
手段と、
　前記決定された色差コーディングモードに従って、前記第1の区分された色差ブロック
を復号するための手段とを備える、装置。
【請求項３８】
　前記色差ブロックが、少なくとも1つの区分された色差ブロックが単一の区分された輝
度ブロックと揃わないように、前記輝度ブロックとは独立に区分される、請求項37に記載
の装置。
【請求項３９】
　命令を記憶した非一時的コンピュータ可読記憶媒体であって、前記命令が、実行される
と、ビデオデータを復号するように構成される1つまたは複数のプロセッサに、
　符号化されたビデオデータのビットストリームを受信することと、前記符号化されたビ
デオデータが区分された輝度ブロックおよび区分された色差ブロックを表し、前記色差ブ
ロックが前記輝度ブロックとは独立に区分され、
　それぞれの区分された輝度ブロックに対応するそれぞれのコーディングモードを決定す
ることと、
　前記決定されたそれぞれのコーディングモードに従って、前記それぞれの区分された輝
度ブロックを復号することと、
　前記それぞれの区分された輝度ブロックと関連付けられる前記それぞれのコーディング
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モードが第1の区分された色差ブロックを復号するために使用されるべきであることを示
す第1のシンタックス要素を復号することと、前記第1の区分された色差ブロックが2つ以
上の区分された輝度ブロックと揃い、
　前記2つ以上の区分された輝度ブロックの前記それぞれのコーディングモードの関数に
従って、前記第1の区分された色差ブロックの色差コーディングモードを決定することと
、
　前記決定された色差コーディングモードに従って、前記第1の区分された色差ブロック
を復号することとを行わせる、非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項４０】
　前記色差ブロックが、少なくとも1つの区分された色差ブロックが単一の区分された輝
度ブロックと揃わないように、前記輝度ブロックとは独立に区分される、請求項39に記載
の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、その内容全体が参照により本明細書に組み込まれる、2016年3月21日に出願
された米国仮出願第62/311,265号の利益を主張するものである。
【０００２】
　本開示は、ビデオ符号化およびビデオ復号に関する。
【背景技術】
【０００３】
　デジタルビデオ能力は、デジタルテレビジョン、デジタルダイレクトブロードキャスト
システム、ワイヤレスブロードキャストシステム、携帯情報端末(PDA)、ラップトップま
たはデスクトップコンピュータ、タブレットコンピュータ、電子ブックリーダー、デジタ
ルカメラ、デジタル記録デバイス、デジタルメディアプレーヤ、ビデオゲームデバイス、
ビデオゲームコンソール、携帯電話または衛星無線電話、いわゆる「スマートフォン」、
ビデオ遠隔会議デバイス、ビデオストリーミングデバイスなどを含む、広範囲のデバイス
に組み込まれ得る。デジタルビデオデバイスは、MPEG-2、MPEG-4、ITU-T H.263、ITU-T H
.264/MPEG-4、Part 10、Advanced Video Coding(AVC)、High Efficiency Video Coding(H
EVCまたはH.265)規格によって定義された規格、およびそのような規格の拡張に記載され
ているビデオコーディング技法などのビデオコーディング技法を実装する。ビデオデバイ
スは、そのようなビデオコーディング技法を実装することによって、デジタルビデオ情報
をより効率的に送信、受信、符号化、復号、および/または記憶することができる。
【０００４】
　ビデオコーディング技法は、ビデオシーケンスに固有の冗長性を低減または除去するた
めに、空間的(ピクチャ内)予測および/または時間的(ピクチャ間)予測を含む。ブロック
ベースのビデオコーディングの場合、ビデオスライス(たとえば、ビデオフレーム、また
はビデオフレームの一部分)は、ビデオブロックに区分されることがあり、ビデオブロッ
クは、ツリーブロック、コーディング単位(CU)、および/またはコーディングノードと呼
ばれることもある。ピクチャはフレームと呼ばれることがあり、参照ピクチャは参照フレ
ームと呼ばれることがある。
【０００５】
　空間的予測または時間的予測は、コーディングされるべきブロックの予測ブロックをも
たらす。残差データは、コーディングされるべき元のブロックと予測ブロックとの間のピ
クセル差分を表す。さらなる圧縮のために、残差データは、画素領域から変換領域に変換
され、残差変換係数をもたらすことがあり、その残差変換係数は、次いで量子化され得る
。さらなる圧縮を達成するために、エントロピーコーディングが適用されることがある。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
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　本開示は、独立した輝度区分枠組みおよび色差区分枠組みを使用して区分されたビデオ
データをコーディングするための技法を説明する。いくつかの例では、本開示は、色差ブ
ロックに対応する2つ以上の輝度ブロックがあるとき(たとえば、2つ以上の輝度ブロック
が色差ブロックと同じ位置にあるとき)、輝度ブロックからのコーディング情報を色差ブ
ロックのためにどのように再使用するかを決定するための技法を説明する。
【０００７】
　他の例では、本開示は、ビデオデータのブロックが非正方形ブロックに区分され得ると
き、場所に依存するイントラ予測組合せ(PDPC)モードのためのパラメータを決定するため
の技法を説明する。いくつかの例では、PDPCパラメータは、垂直関連のパラメータおよび
水平関連のパラメータのための別々のテーブルを含む、複数のルックアップテーブルを使
用して決定され得る。
【０００８】
　本開示の一例では、ビデオデータを復号する方法は、符号化されたビデオデータのビッ
トストリームを受信するステップであって、符号化されたビデオデータが区分された輝度
ブロックおよび区分された色差ブロックを表し、色差ブロックが輝度ブロックと独立に区
分される、ステップと、それぞれの区分された輝度ブロックに対応するそれぞれのコーデ
ィングモードを決定するステップと、決定されたそれぞれのコーディングモードに従って
、それぞれの区分された輝度ブロックを復号するステップと、それぞれの区分された輝度
ブロックと関連付けられるそれぞれのコーディングモードが第1の区分された色差ブロッ
クを復号するために使用されるべきであることを示す第1のシンタックス要素を復号する
ステップであって、第1の区分された色差ブロックが2つ以上の区分された輝度ブロックと
揃う、ステップと、2つ以上の区分された輝度ブロックのそれぞれのコーディングモード
の関数に従って第1の区分された色差ブロックのための色差コーディングモードを決定す
るステップと、決定された色差コーディングモードに従って第1の区分された色差ブロッ
クを復号するステップとを備える。
【０００９】
　本開示の別の例では、ビデオデータを復号するように構成される装置は、符号化された
ビデオデータのビットストリームを記憶するように構成されるメモリと、1つまたは複数
のプロセッサとを備え、1つまたは複数のプロセッサは、符号化されたビデオデータのビ
ットストリームを受信し、符号化されたビデオデータが区分された輝度ブロックおよび区
分された色差ブロックを表し、色差ブロックが輝度ブロックと独立に区分され、それぞれ
の区分された輝度ブロックに対応するそれぞれのコーディングモードを決定し、決定され
たそれぞれのコーディングモードに従って、それぞれの区分された輝度ブロックを復号し
、それぞれの区分された輝度ブロックと関連付けられるそれぞれのコーディングモードが
第1の区分された色差ブロックを復号するために使用されるべきであることを示す第1のシ
ンタックス要素を復号し、第1の区分された色差ブロックが2つ以上の区分された輝度ブロ
ックと揃い、2つ以上の区分された輝度ブロックのそれぞれのコーディングモードの関数
に従って第1の区分された色差ブロックのための色差コーディングモードを決定し、決定
された色差コーディングモードに従って第1の区分された色差ブロックを復号するように
構成される。
【００１０】
　本開示の別の例では、ビデオデータを復号するように構成される装置は、符号化された
ビデオデータのビットストリームを受信するための手段であって、符号化されたビデオデ
ータが区分された輝度ブロックおよび区分された色差ブロックを表し、色差ブロックが輝
度ブロックと独立に区分される、手段と、それぞれの区分された輝度ブロックに対応する
それぞれのコーディングモードを決定するための手段と、決定されたそれぞれのコーディ
ングモードに従って、それぞれの区分された輝度ブロックを復号するための手段と、それ
ぞれの区分された輝度ブロックと関連付けられるそれぞれのコーディングモードが第1の
区分された色差ブロックを復号するために使用されるべきであることを示す第1のシンタ
ックス要素を復号するための手段であって、第1の区分された色差ブロックが2つ以上の区
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分された輝度ブロックと揃う、手段と、2つ以上の区分された輝度ブロックのそれぞれの
コーディングモードの関数に従って第1の区分された色差ブロックのための色差コーディ
ングモードを決定するための手段と、決定された色差コーディングモードに従って第1の
区分された色差ブロックを復号するための手段とを備える。
【００１１】
　別の例では、本開示は、命令を記憶した非一時的コンピュータ可読記憶媒体を説明し、
この命令は、実行されると、ビデオデータを復号するように構成される1つまたは複数の
プロセッサに、符号化されたビデオデータのビットストリームを受信することと、符号化
されたビデオデータが区分された輝度ブロックおよび区分された色差ブロックを表し、色
差ブロックが輝度ブロックと独立に区分され、それぞれの区分された輝度ブロックに対応
するそれぞれのコーディングモードを決定することと、決定されたそれぞれのコーディン
グモードに従って、それぞれの区分された輝度ブロックを復号することと、それぞれの区
分された輝度ブロックと関連付けられるそれぞれのコーディングモードが第1の区分され
た色差ブロックを復号するために使用されるべきであることを示す第1のシンタックス要
素を復号することと、第1の区分された色差ブロックが2つ以上の区分された輝度ブロック
と揃い、2つ以上の区分された輝度ブロックのそれぞれのコーディングモードの関数に従
って第1の区分された色差ブロックのための色差コーディングモードを決定することと、
決定された色差コーディングモードに従って第1の区分された色差ブロックを復号するこ
ととを行わせる。
【００１２】
　本開示の別の例では、ビデオデータを復号する方法は、場所に依存するイントラ予測組
合せ(PDPC)モードを使用して符号化されたビデオデータのブロックを受信するステップで
あって、ビデオデータのブロックが幅および高さによって定義される非正方形の形状を有
する、ステップと、ビデオデータのブロックの幅または高さのうちの1つまたは複数に基
づいて1つまたは複数のPDPCパラメータを決定するステップと、PDPCモードおよび決定さ
れたPDPCパラメータを使用してビデオデータのブロックを復号するステップとを備える。
【００１３】
　本開示の別の例では、ビデオデータを復号するように構成される装置は、PDPCモードを
使用して符号化されたビデオデータのブロックを記憶するように構成されるメモリであっ
て、ビデオデータのブロックが幅および高さによって定義される非正方形の形状を有する
、メモリと、ビデオデータのブロックを受信することと、ビデオデータのブロックの幅ま
たは高さのうちの1つまたは複数に基づいて1つまたは複数のPDPCパラメータを決定するこ
とと、PDPCモードおよび決定されたPDPCパラメータを使用してビデオデータのブロックを
復号することとを行うように構成される1つまたは複数のプロセッサとを備える。
【００１４】
　本開示の別の例では、ビデオデータを復号するように構成される装置は、PDPCモードを
使用して符号化されたビデオデータのブロックを受信するための手段であって、ビデオデ
ータのブロックが幅および高さによって定義される非正方形の形状を有する、手段と、ビ
デオデータのブロックの幅または高さのうちの1つまたは複数に基づいて1つまたは複数の
PDPCパラメータを決定するための手段と、PDPCモードおよび決定されたPDPCパラメータを
使用してビデオデータのブロックを復号するための手段とを備える。
【００１５】
　別の例では、本開示は、命令を記憶した非一時的コンピュータ可読記憶媒体を説明し、
この命令は、実行されると、ビデオデータを復号するように構成されるデバイスの1つま
たは複数のプロセッサに、PDPCモードを使用して符号化されたビデオデータのブロックを
受信することと、ビデオデータのブロックが幅および高さによって定義される非正方形の
形状を有し、ビデオデータのブロックの幅または高さのうちの1つまたは複数に基づいて1
つまたは複数のPDPCパラメータを決定することと、PDPCモードおよび決定されたPDPCパラ
メータを使用してビデオデータのブロックを復号することとを行わせる。
【００１６】
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　本開示の別の例では、ビデオデータを符号化する方法は、ビデオデータのブロックを受
信するステップであって、ビデオデータのブロックが幅および高さによって定義される非
正方形の形状を有する、ステップと、ビデオデータのブロックの幅または高さのうちの1
つまたは複数に基づいて1つまたは複数のPDPCパラメータを決定するステップと、PDPCモ
ードおよび決定されたPDPCパラメータを使用してビデオデータのブロックを符号化するス
テップとを備える。
【００１７】
　本開示の別の例では、ビデオデータを符号化するように構成される装置は、ビデオデー
タのブロックを記憶するように構成されるメモリであって、ビデオデータのブロックが幅
および高さによって定義される非正方形の形状を有する、メモリと、ビデオデータのブロ
ックを受信することと、ビデオデータのブロックの幅または高さのうちの1つまたは複数
に基づいて1つまたは複数のPDPCパラメータを決定することと、PDPCモードおよび決定さ
れたPDPCパラメータを使用してビデオデータのブロックを符号化することとを行うように
構成される1つまたは複数のプロセッサとを備える。
【００１８】
　本開示の1つまたは複数の態様の詳細が、添付の図面および下記の説明に記載される。
本開示で説明される技法の他の特徴、目的、および利点は、これらの説明および図面、な
らびに特許請求の範囲から明らかになろう。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本開示の技法を実施するように構成された例示的なビデオ符号化および復号シス
テムを示すブロック図である。
【図２Ａ】四分木プラス二分木(QTBT)構造を使用したブロック区分の例を示す概念図であ
る。
【図２Ｂ】図2AのQTBT構造を使用したブロック区分に対応する例示的な木構造を示す概念
図である。
【図３】本開示の技法による、輝度と色差の相対的な区分の例を示す概念図である。
【図４】本開示の技法による、輝度と色差の相対的な区分の別の例を示す概念図である。
【図５Ａ】本開示の技法による、フィルタリングされない参照を使用した4×4のブロック
の予測を示す図である。
【図５Ｂ】本開示の技法による、フィルタリングされる参照を使用した4×4のブロックの
予測を示す図である。
【図６】本開示の一例による、長方形ブロックにおいて使用される予測パラメータのセッ
トを決定するためのネストされたテーブルの使用を示す概念図である。
【図７】本開示の技法を実装するように構成されるビデオエンコーダの例を示すブロック
図である。
【図８】本開示の技法を実装するように構成されるビデオデコーダの例を示すブロック図
である。
【図９】本開示の技法による、ビデオコーダの例示的な動作を示すフローチャートである
。
【図１０】本開示の技法による、ビデオデコーダの例示的な動作を示すフローチャートで
ある。
【図１１】本開示の技法による、ビデオエンコーダの例示的な動作を示すフローチャート
である。
【図１２】本開示の技法による、ビデオデコーダの例示的な動作を示すフローチャートで
ある。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　一部のビデオブロック区分技法によれば、ビデオデータの色差ブロックはビデオデータ
の輝度ブロックとは独立に区分されるので、一部の色差ブロックは単一の対応する輝度ブ
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ロックと直接揃わないことがある。したがって、輝度ブロックと色差ブロックの間に1対1
の対応がないことがあるので、色差ブロックのために輝度ブロックに関するシンタックス
要素を再使用するのが難しくなる。本開示は、輝度ブロックおよび色差ブロックが独立に
区分される状況において、ビデオデータの輝度ブロックに対応する情報(たとえば、シン
タックス要素)を使用してビデオデータの色差ブロックをコーディングするための技法を
説明する。
【００２１】
　本開示はまた、場所に依存するイントラ予測組合せ(PDPC)コーディングモードのための
コーディングパラメータを決定するための技法を説明する。一例では、本開示は、非正方
形ブロック(たとえば、非正方形の、長方形のブロック)へと区分されるビデオブロックの
ためのPDPCパラメータを決定するための技法を説明する。
【００２２】
　図1は、本開示の技法を実行するように構成され得る例示的なビデオ符号化および復号
システム10を示すブロック図である。図1に示されるように、システム10は、宛先デバイ
ス14によって後で復号されるべき符号化されたビデオデータを提供するソースデバイス12
を含む。具体的には、ソースデバイス12は、コンピュータ可読媒体16を介して宛先デバイ
ス14にビデオデータを提供する。ソースデバイス12および宛先デバイス14は、デスクトッ
プコンピュータ、ノートブック(たとえば、ラップトップ)コンピュータ、タブレットコン
ピュータ、セットトップボックス、いわゆる「スマート」フォンなどの電話ハンドセット
(またはより一般的には移動局)、タブレットコンピュータ、テレビジョン、カメラ、ディ
スプレイデバイス、デジタルメディアプレーヤ、ビデオゲームコンソール、ビデオストリ
ーミングデバイスなどを含む、広範囲のデバイスのうちのいずれかを備え得る。移動局は
、ワイヤレスネットワークを通じて通信することが可能な任意のデバイスであり得る。場
合によっては、ソースデバイス12および宛先デバイス14は、ワイヤレス通信に対応し得る
。したがって、ソースデバイス12および宛先デバイス14はワイヤレス通信デバイス(たと
えば、移動局)であり得る。ソースデバイス12は例示的なビデオ符号化デバイス(すなわち
、ビデオデータを符号化するためのデバイス)である。宛先デバイス14は例示的なビデオ
復号デバイス(すなわち、ビデオデータを復号するためのデバイス)である。
【００２３】
　図1の例では、ソースデバイス12は、ビデオソース18、ビデオデータを記憶するように
構成される記憶媒体20、ビデオエンコーダ22、および出力インターフェース24を含む。宛
先デバイス14は、入力インターフェース26、符号化されたビデオデータを記憶するように
構成される記憶媒体28、ビデオデコーダ30、およびディスプレイデバイス32を含む。他の
例では、ソースデバイス12および宛先デバイス14は、他の構成要素または構成を含む。た
とえば、ソースデバイス12は、外部カメラなどの外部ビデオソースからビデオデータを受
信し得る。同様に、宛先デバイス14は、統合されたディスプレイデバイス32を含むのでは
なく、外部ディスプレイデバイスとインターフェースし得る。
【００２４】
　図1の図示されたシステム10は一例にすぎない。ビデオデータを処理および/またはコー
ディングする(たとえば、符号化および/または復号する)ための技法は、任意のデジタル
ビデオ符号化および/または復号デバイスによって実行され得る。本開示の技法は、一般
にビデオ符号化デバイスおよび/またはビデオ復号デバイスによって実行されるが、通常
「コーデック」と呼ばれるビデオエンコーダ/デコーダによって実行されることもある。
ソースデバイス12および宛先デバイス14は、ソースデバイス12が宛先デバイス14への送信
のためにコーディングされたビデオデータを生成するようなコーディングデバイスの例に
すぎない。いくつかの例では、ソースデバイス12および宛先デバイス14は、ソースデバイ
ス12および宛先デバイス14の各々がビデオ符号化および復号構成要素を含むように実質的
に対称的な方式で動作し得る。したがって、システム10は、たとえば、ビデオストリーミ
ング、ビデオ再生、ビデオ放送、またはビデオ電話のための、ソースデバイス12と宛先デ
バイス14の間の一方向または双方向のビデオ送信をサポートし得る。
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【００２５】
　ソースデバイス12のビデオソース18は、ビデオカメラ、以前にキャプチャされたビデオ
を含むビデオアーカイブ、および/またはビデオコンテンツプロバイダからビデオデータ
を受信するためのビデオフィードインターフェースなどのビデオキャプチャデバイスを含
み得る。さらなる代替として、ビデオソース18は、ソースビデオとしてのコンピュータグ
ラフィックスベースのデータ、またはライブビデオとアーカイブされたビデオとコンピュ
ータで生成されたビデオとの組合せを生成し得る。ソースデバイス12は、ビデオデータを
記憶するように構成される1つまたは複数のデータ記憶媒体(たとえば、記憶媒体20)を備
え得る。本開示において説明される技法は、ビデオコーディング全般に適用可能であるこ
とがあり、ワイヤレスおよび/または有線の適用例において適用されることがある。各場
合において、キャプチャされた、事前にキャプチャされた、またはコンピュータで生成さ
れたビデオは、ビデオエンコーダ22によって符号化され得る。出力インターフェース24は
、符号化されたビデオ情報(たとえば、符号化されたビデオデータのビットストリーム)を
コンピュータ可読媒体16に出力し得る。
【００２６】
　宛先デバイス14は、コンピュータ可読媒体16を介して、復号されるべき符号化されたビ
デオデータを受信し得る。コンピュータ可読媒体16は、ソースデバイス12から宛先デバイ
ス14に符号化されたビデオデータを移動することが可能な任意のタイプの媒体またはデバ
イスを備え得る。いくつかの例では、コンピュータ可読媒体16は、ソースデバイス12がリ
アルタイムで宛先デバイス14へ符号化されたビデオデータを直接送信することを可能にす
る通信媒体を備える。符号化されたビデオデータは、ワイヤレス通信プロトコルなどの通
信規格に従って変調され、宛先デバイス14へ送信され得る。通信媒体は、高周波(RF)スペ
クトルまたは1つまたは複数の物理伝送線路などの、任意のワイヤレスまたは有線通信媒
体を備え得る。通信媒体は、ローカルエリアネットワーク、ワイドエリアネットワーク、
またはインターネットなどのグローバルネットワークなどの、パケットベースネットワー
クの一部を形成し得る。通信媒体は、ルータ、スイッチ、基地局、またはソースデバイス
12から宛先デバイス14への通信を容易にするのに有用であり得る任意の他の機器を含み得
る。宛先デバイス14は、符号化されたビデオデータおよび復号されたビデオデータを記憶
するように構成される1つまたは複数のデータ記憶媒体を備え得る。
【００２７】
　いくつかの例では、符号化されたデータは、出力インターフェース24から記憶デバイス
に出力され得る。同様に、符号化されたデータは、入力インターフェースによって記憶デ
バイスからアクセスされ得る。記憶デバイスは、ハードドライブ、Blu-ray(登録商標)デ
ィスク、DVD、CD-ROM、フラッシュメモリ、揮発性メモリもしくは不揮発性メモリ、また
は符号化されたビデオデータを記憶するための任意の他の適切なデジタル記憶媒体などの
、分散されるかまたは局所的にアクセスされる様々なデータ記憶媒体のいずれかを含み得
る。さらなる一例では、記憶デバイスは、ソースデバイス12によって生成された符号化さ
れたビデオを記憶し得るファイルサーバまたは別の中間記憶デバイスに対応し得る。宛先
デバイス14は、ストリーミングまたはダウンロードを介して記憶デバイスからの記憶され
たビデオデータにアクセスし得る。ファイルサーバは、符号化されたビデオデータを記憶
するとともにその符号化されたビデオデータを宛先デバイス14へ送信することが可能な、
任意のタイプのサーバであり得る。例示的なファイルサーバは、(たとえば、ウェブサイ
トのための)ウェブサーバ、FTPサーバ、ネットワークアタッチストレージ(NAS)デバイス
、またはローカルディスクドライブを含む。宛先デバイス14は、インターネット接続を含
む任意の標準的なデータ接続を通じて、符号化されたビデオデータにアクセスし得る。こ
れは、ワイヤレスチャネル(たとえば、Wi-Fi接続)、有線接続(たとえば、DSL、ケーブル
モデムなど)、またはファイルサーバ上に記憶された符号化されたビデオデータにアクセ
スするのに適した両方の組合せを含み得る。記憶デバイスからの符号化ビデオデータの送
信は、ストリーミング送信、ダウンロード送信、またはそれらの組合せであり得る。
【００２８】
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　本開示で説明される技法は、オーバージエアテレビジョン放送、ケーブルテレビジョン
送信、衛星テレビジョン送信、dynamic adaptive streaming over HTTP(DASH)などのイン
ターネットストリーミングビデオ送信、データ記憶媒体上に符号化されているデジタルビ
デオ、データ記憶媒体上に記憶されたデジタルビデオの復号、または他の用途などの、様
々なマルチメディア用途のいずれかをサポートするビデオコーディングに適用され得る。
いくつかの例では、システム10は、ビデオストリーミング、ビデオ再生、ビデオブロード
キャスティング、および/またはビデオ電話などの用途をサポートするために、一方向ま
たは双方向のビデオ送信をサポートするように構成され得る。
【００２９】
　コンピュータ可読媒体16は、ワイヤレス放送もしくは有線ネットワーク送信などの一時
媒体、またはハードディスク、フラッシュドライブ、コンパクトディスク、デジタルビデ
オディスク、Blu-ray(登録商標)ディスク、もしくは他のコンピュータ可読媒体などの記
憶媒体(すなわち、非一時的記憶媒体)を含み得る。いくつかの例では、ネットワークサー
バ(図示せず)が、たとえば、ネットワーク送信を介して、ソースデバイス12から符号化さ
れたビデオデータを受信し、符号化されたビデオデータを宛先デバイス14に提供し得る。
同様に、ディスクスタンピング設備などの媒体製造設備のコンピューティングデバイスが
、ソースデバイス12から符号化されたビデオデータを受信し、符号化されたビデオデータ
を含むディスクを製造し得る。したがって、コンピュータ可読媒体16は、様々な例におい
て、様々な形態の1つまたは複数のコンピュータ可読媒体を含むものと理解されてよい。
【００３０】
　宛先デバイス14の入力インターフェース26は、コンピュータ可読媒体16から情報を受信
する。コンピュータ可読媒体16の情報は、ビデオエンコーダ22によって定義され、ビデオ
デコーダ30によっても使用される、シンタックス情報を含むことがあり、シンタックス情
報は、ブロックおよび他のコーディングされたユニット、たとえばピクチャグループ(GOP
)の特性および/または処理を記述するシンタックス要素を含む。記憶媒体28は、入力イン
ターフェース26によって受信される符号化されたビデオデータを記憶し得る。ディスプレ
イデバイス32は、復号されたビデオデータをユーザに表示し、陰極線管(CRT)、液晶ディ
スプレイ(LCD)、プラズマディスプレイ、有機発光ダイオード(OLED)ディスプレイ、また
は別のタイプのディスプレイデバイスなどの、様々なディスプレイデバイスのいずれかを
備え得る。
【００３１】
　ビデオエンコーダ22およびビデオデコーダ30は各々、1つまたは複数のマイクロプロセ
ッサ、デジタル信号プロセッサ(DSP)、特定用途向け集積回路(ASIC)、フィールドプログ
ラマブルゲートアレイ(FPGA)、ディスクリート論理、ソフトウェア、ハードウェア、ファ
ームウェア、またはそれらの任意の組合せなどの、様々な適切なビデオエンコーダおよび
/またはビデオデコーダ回路のいずれかとして実装され得る。技法が部分的にソフトウェ
アで実装されるとき、デバイスは、適切な非一時的コンピュータ可読媒体にソフトウェア
のための命令を記憶し、本開示の技法を実行するための1つまたは複数のプロセッサを使
用してハードウェアで命令を実行し得る。ビデオエンコーダ22およびビデオデコーダ30の
各々は、1つまたは複数のエンコーダまたはデコーダに含まれることがあり、そのいずれ
もが、それぞれのデバイスにおいて複合コーデックの一部として統合されることがある。
【００３２】
　いくつかの例では、ビデオエンコーダ22およびビデオデコーダ30は、ビデオコーディン
グ規格に従って動作し得る。例示的なビデオコーディング規格は、限定はされないが、そ
のスケーラブルビデオコーディング(SVC)拡張およびマルチビュービデオコーディング(MV
C)拡張を含む、ITU-T H.261、ISO/IEC MPEG-1 Visual、ITU-T H.262またはISO/IEC MPEG-
2 Visual、ITU-T H.263、ISO/IEC MPEG-4 Visual、およびITU-T H.264(ISO/IEC MPEG-4 A
VCとも知られる)を含む。加えて、新しいビデオコーディング規格、すなわちHigh Effici
ency Video Coding(HEVC)またはITU-T H.265が、その範囲拡張、スクリーンコンテンツコ
ーディング拡張、3Dビデオコーディング(3D-HEVC)拡張、およびマルチビュー拡張(MV-HEV
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C)ならびにスケーラブル(SHVC)拡張を含めて、JITU-T Video Coding Experts Group(VCEG
)およびISO/IEC Motion Picture Experts Group(MPEG)のJoint Collaboration Team on V
ideo Coding(JCT-VC)によって最近開発された。
【００３３】
　他の例では、ビデオエンコーダ22およびビデオデコーダ30は、Joint Video Exploratio
n Team(JVET)によって研究されている新しいビデオコーディング技法を含む、他のビデオ
コーディング技法および/または規格に従って動作するように構成され得る。本開示のい
くつかの例では、ビデオエンコーダ22およびビデオデコーダ30は、ビデオデータの輝度ブ
ロックおよび色差ブロックが揃うことを求められないように、独立した輝度区分および色
差区分を使用するビデオコーディング規格に従って動作するように構成され得る。そのよ
うな区分技法は、ピクチャの特定の位置内で、色差ブロックが単一の輝度ブロックに揃わ
ない状況につながり得る。本開示の他の例では、ビデオエンコーダ22およびビデオデコー
ダ30は、非正方形ブロックを許容する区分枠組みを使用するビデオコーディング規格に従
って動作するように構成され得る。
【００３４】
　本開示の技法によれば、以下でより詳細に説明されるように、ビデオデコーダ30は、符
号化されたビデオデータのビットストリームを受信することと、符号化されたビデオデー
タが区分された輝度ブロックおよび区分された色差ブロックを表し、色差ブロックが輝度
ブロックと独立に区分され、それぞれの区分された輝度ブロックに対応するそれぞれのコ
ーディングモードを決定することと、決定されたそれぞれのコーディングモードに従って
、それぞれの区分された輝度ブロックを復号することと、それぞれの区分された輝度ブロ
ックと関連付けられるそれぞれのコーディングモードが第1の区分された色差ブロックを
復号するために使用されるべきであることを示す第1のシンタックス要素を復号すること
と、第1の区分された色差ブロックが2つ以上の区分された輝度ブロックと揃い、2つ以上
の区分された輝度ブロックのそれぞれのコーディングモードの関数に従って第1の区分さ
れた色差ブロックのための色差コーディングモードを決定することと、決定された色差コ
ーディングモードに従って第1の区分された色差ブロックを復号することとを行うように
構成され得る。ビデオエンコーダ22は、ビデオデコーダ30の技法とは逆の技法を実行する
ように構成され得る。いくつかの例では、ビデオエンコーダ22は、2つ以上の区分された
輝度ブロックのそれぞれのコーディングモードの関数に基づいて色差ブロックが2つ以上
の輝度ブロックからのコーディングモード情報を再使用すべきか否かを示すシンタックス
要素を生成するように構成され得る。
【００３５】
　HEVCおよび他のビデオコーディング規格では、ビデオシーケンスは、通常、一連のピク
チャを含む。ピクチャは、「フレーム」と呼ばれることもある。ピクチャは、SL、SCb、
およびSCrと表記される3つのサンプルアレイを含み得る。SLは、輝度サンプルの2次元ア
レイ(たとえば、ブロック)である。SCbは、Cbクロミナンスサンプルの2次元アレイである
。SCrは、Crクロミナンスサンプルの2次元アレイである。クロミナンスサンプルは、本明
細書では「色差」サンプルと呼ばれることもある。他の事例では、ピクチャはモノクロー
ムであることがあり、輝度サンプルのアレイしか含まないことがある。
【００３６】
　ピクチャの符号化された表現を生成するために(たとえば、符号化されたビデオビット
ストリーム)、ビデオエンコーダ22は、コーディングツリー単位(CTU)のセットを生成し得
る。CTUの各々は、輝度サンプルのコーディングツリーブロック、色差サンプルの2つの対
応するコーディングツリーブロック、およびコーディングツリーブロックのサンプルをコ
ーディングするために使用されるシンタックス構造を備え得る。モノクロームピクチャ、
または3つの別個の色平面を有するピクチャでは、CTUは、単一のコーディングツリーブロ
ック、およびコーディングツリーブロックのサンプルをコーディングするために使用され
るシンタックス構造を備え得る。コーディングツリーブロックは、サンプルのN×Nブロッ
クであり得る。CTUは、「ツリーブロック」または「最大コーディング単位」(LCU)と呼ば
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れることもある。HEVCのCTUは、H.264/AVCなどの他の規格のマクロブロックと概ね類似し
ていることがある。しかしながら、CTUは、必ずしも特定のサイズに限定されるとは限ら
ず、1つまたは複数のコーディング単位(CU)を含むことがある。スライスは、ラスタ走査
順序で連続的に順序付けられた整数個のCTUを含むことがある。
【００３７】
　コーディングされたCTUを生成するために、ビデオエンコーダ22は、CTUのコーディング
ツリーブロック上で四分木区分を再帰的に実行して、コーディングツリーブロックをコー
ディングブロックへと分けることができ、したがって、「コーディングツリー単位」とい
う名前である。コーディングブロックは、サンプルのN×Nブロックである。CUは、輝度サ
ンプルアレイ、Cbサンプルアレイ、およびCrサンプルアレイを有するピクチャの輝度サン
プルのコーディングブロックおよび色差サンプルの2つの対応するコーディングブロック
と、コーディングブロックのサンプルをコーディングするために使用されるシンタックス
構造とを備え得る。モノクロームピクチャまたは3つの別々の色平面を有するピクチャで
は、CUは、単一のコーディングブロックと、そのコーディングブロックのサンプルをコー
ディングするために使用されるシンタックス構造とを備え得る。
【００３８】
　ビデオエンコーダ22は、CUのコーディングブロックを1つまたは複数の予測ブロックに
区分し得る。予測ブロックは、同じ予測が適用されるサンプルの長方形(すなわち、正方
形または非正方形)ブロックである。CUの予測単位(PU)は、輝度サンプルの予測ブロック
、色差サンプルの2つの対応する予測ブロック、および予測ブロックを予測するために使
用されるシンタックス構造を備え得る。モノクロームピクチャまたは3つの別個の色平面
を有するピクチャでは、PUは、単一の予測ブロック、およびその予測ブロックを予測する
ために使用されるシンタックス構造を備え得る。ビデオエンコーダ22は、CUの各PUの予測
ブロック(たとえば、輝度予測ブロック、Cb予測ブロック、およびCr予測ブロック)の予測
ブロック(たとえば、輝度予測ブロック、Cb予測ブロック、およびCr予測ブロック)を生成
し得る。
【００３９】
　ビデオエンコーダ22は、PUの予測ブロックを生成するためにイントラ予測またはインタ
ー予測を使用し得る。ビデオエンコーダ22がPUの予測ブロックを生成するためにイントラ
予測を使用する場合、ビデオエンコーダ22は、PUを含むピクチャの復号されたサンプルに
基づいて、PUの予測ブロックを生成し得る。
【００４０】
　ビデオエンコーダ22がCUの1つまたは複数のPUの予測ブロック(たとえば、輝度予測ブロ
ック、Cb予測ブロック、およびCr予測ブロック)を生成した後、ビデオエンコーダ22は、C
Uの1つまたは複数の残差ブロックを生成し得る。一例として、ビデオエンコーダ22は、CU
の輝度残差ブロックを生成し得る。CUの輝度残差ブロックの中の各サンプルは、CUの予測
輝度ブロックの1つの中の輝度サンプルとCUの元の輝度コーディングブロック中の対応す
るサンプルとの差分を示す。加えて、ビデオエンコーダ22は、CUのCb残差ブロックを生成
し得る。色差予測の一例では、CUのCb残差ブロックの中の各サンプルは、CUの予測Cbブロ
ックのうちの1つの中のCbサンプルと、CUの元のCbコーディングブロックの中の対応する
サンプルとの差分を示し得る。ビデオエンコーダ22は、CUのためのCr残差ブロックも生成
し得る。CUのCr残差ブロックの中の各サンプルは、CUの予測Crブロックのうちの1つの中
のCrサンプルと、CUの元のCrコーディングブロックの中の対応するサンプルとの間の差分
を示し得る。しかしながら、色差予測のための他の技法が使用され得ることを理解された
い。
【００４１】
　さらに、ビデオエンコーダ22は、四分木区分を使用して、CUの残差ブロック(たとえば
、輝度残差ブロック、Cb残差ブロック、およびCr残差ブロック)を1つまたは複数の変換ブ
ロック(たとえば、輝度変換ブロック、Cb変換ブロック、およびCr変換ブロック)に分解し
得る。変換ブロックは、同じ変換が適用されるサンプルの長方形(たとえば、正方形また
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は非正方形)ブロックである。CUの変換単位(TU)は、輝度サンプルの変換ブロック、色差
サンプルの2つの対応する変換ブロック、およびそれらの変換ブロックサンプルを変換す
るために使用されるシンタックス構造を備え得る。したがって、CUの各TUは、輝度変換ブ
ロック、Cb変換ブロック、およびCr変換ブロックを有し得る。TUの輝度変換ブロックは、
CUの輝度残差ブロックのサブブロックであり得る。Cb変換ブロックは、CUのCb残差ブロッ
クのサブブロックであり得る。Cr変換ブロックは、CUのCr残差ブロックのサブブロックで
あり得る。モノクロームピクチャまたは3つの別々の色平面を有するピクチャでは、TUは
、単一の変換ブロックと、その変換ブロックのサンプルを変換するために使用されるシン
タックス構造とを備え得る。
【００４２】
　ビデオエンコーダ22は、1つまたは複数の変換をTUの変換ブロックに適用して、TUの係
数ブロックを生成し得る。たとえば、ビデオエンコーダ22は、1つまたは複数の変換をTU
の輝度変換ブロックに適用して、TUの輝度係数ブロックを生成し得る。係数ブロックは、
変換係数の2次元アレイであり得る。変換係数は、スカラー量であり得る。ビデオエンコ
ーダ22は、TUのCb変換ブロックに1つまたは複数の変換を適用して、TUのCb係数ブロック
を生成することができる。ビデオエンコーダ22は、TUのCr変換ブロックに1つまたは複数
の変換を適用して、TUのCr係数ブロックを生成することができる。
【００４３】
　係数ブロック(たとえば、輝度係数ブロック、Cb係数ブロック、またはCr係数ブロック)
を生成した後に、ビデオエンコーダ22は、係数ブロックを量子化し得る。量子化は一般に
、変換係数を表すために使用されるデータの量をできるだけ低減するために変換係数が量
子化され、さらなる圧縮を実現するプロセスを指す。ビデオエンコーダ22が係数ブロック
を量子化した後、ビデオエンコーダ22は、量子化された変換係数を示すシンタックス要素
をエントロピー符号化することができる。たとえば、ビデオエンコーダ22は、量子化され
た変換係数を示すシンタックス要素に対してコンテキスト適応型バイナリ算術コーディン
グ(CABAC)を実行することができる。
【００４４】
　ビデオエンコーダ22は、コーディングされたピクチャの表現および関連するデータを形
成するビットのシーケンスを含むビットストリームを出力し得る。したがって、ビットス
トリームは、ビデオデータの符号化された表現を備える。ビットストリームは、ネットワ
ーク抽象化レイヤ(NAL)ユニットのシーケンスを備え得る。NALユニットは、NALユニット
の中のデータのタイプを示すものと、必要に応じてエミュレーション防止ビットが散りば
められているローバイトシーケンスペイロード(RBSP)の形態でそのデータを含むバイトと
を含む、シンタックス構造である。NALユニットの各々は、NALユニットヘッダを含むこと
があり、RBSPをカプセル化する。NALユニットヘッダは、NALユニットタイプコードを示す
シンタックス要素を含み得る。NALユニットのNALユニットヘッダによって指定されるNAL
ユニットタイプコードは、NALユニットのタイプを示す。RBSPは、NALユニット内にカプセ
ル化されている整数個のバイトを含むシンタックス構造であり得る。いくつかの事例では
、RBSPは0個のビットを含む。
【００４５】
　ビデオデコーダ30は、ビデオエンコーダ22によって生成された符号化されたビットスト
リームを受信し得る。加えて、ビデオデコーダ30は、ビットストリームを構文解析して、
ビットストリームからシンタックス要素を取得することができる。ビデオデコーダ30は、
ビットストリームから取得されたシンタックス要素に少なくとも部分的に基づいて、ビデ
オデータのピクチャを再構築することができる。ビデオデータを再構築するプロセスは、
全体的に、ビデオエンコーダ22によって実行されるプロセスの逆であり得る。たとえば、
ビデオデコーダ30は、現在のCUのPUの予測ブロックを決定するために、PUの動きベクトル
を使用し得る。加えて、ビデオデコーダ30は、現在のCUのTUの係数ブロックを逆量子化し
得る。ビデオデコーダ30は、係数ブロックに対して逆変換を実行して、現在のCUのTUの変
換ブロックを再構築し得る。ビデオデコーダ30は、現在のCUのPUの予測ブロックのサンプ
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ルを、現在のCUのTUの変換ブロックの対応するサンプルに加算することによって、現在の
CUのコーディングブロックを再構築し得る。ピクチャのCUごとにコーディングブロックを
再構築することによって、ビデオデコーダ30はピクチャを再構築し得る。
【００４６】
　HEVCの四分木区分枠組みなどのいくつかの例示的なビデオコーデックの枠組みでは、色
成分のためのブロック(たとえば、輝度ブロックおよび色度ブロック)へのビデオデータの
区分は一緒に実行される。すなわち、いくつかの例では、2つ以上の輝度ブロックがある
ピクチャ内の特定の位置におけるある色差ブロックに対応しないように、輝度ブロックお
よび色差ブロックが同じ方式で区分される。一例では、ビデオデータのブロックの区分は
さらに、サブブロックに分けられ得る。ビデオブロックまたはビデオブロックの区分に関
する情報(たとえば、ビデオブロックがどのようにコーディングされるべきかを示すサン
プル値およびシンタックス要素)は、サブブロックレベルで記憶される。または、より一
般的には、ビデオブロックまたはビデオブロックの区分に関する情報は、ビデオデータの
ブロックの1つまたは複数の代表的な位置(たとえば、任意のサンプルまたはサブサンプル
に対応する)に関連して記憶され得る。たとえば、区分が16×16ピクセルであり、区分の
中の各サブブロックが4×4ピクセルである場合、区分の中には16個のサブブロックがある
。情報はサブブロックの粒度で、この例では4×4で記憶され、すべての16個のサブブロッ
クが同じ情報を有することがある。
【００４７】
　本開示の文脈では、「区分」、「ブロック」、および「区分されたブロック」という用
語は交換可能に使用され得る。一般に、ブロックは、ビデオコーディングが実行されるサ
ンプル(たとえば、輝度サンプルまたは色差サンプル)のグループである。本開示の文脈で
は、「サブブロック」は、ブロックのためのコーディングモード情報を記憶する関連する
メモリ位置を有するブロックの部分である。
【００４８】
　ビデオエンコーダ22およびビデオデコーダ30は、各々のそれぞれの位置(たとえば、サ
ブブロック)のための情報を記憶するために、メモリの中の位置を割り振り得る。いくつ
かの例では、情報の値(たとえば、特定のコーディングモードのための特定のシンタック
ス要素の値)は、各々の代表的な位置(たとえば、サブブロック)と関連付けられる別々の
メモリ位置に記憶され得る。他の例では、情報は、区分の複数の代表的な位置(たとえば
、サブブロック)のうちの1つに対して1回記憶され得る。区分の他のサブブロックのメモ
リ位置は、情報の実際の値を記憶するメモリ位置へのポインタを含み得る。本開示の技法
はサブブロックに関して以下で説明されるが、ブロックのどのような代表的な位置も使用
され得ることを理解されたい。
【００４９】
　上で言及されたように、サブブロックレベルで記憶される情報は、区分に対してコーデ
ィングプロセスを実行するために使用される任意の情報であり得る。そのような情報は、
シグナリングされたシンタックス情報または導出された補足情報であり得る。導出される
補足情報の一例は、コーディング輝度ブロックに関する情報から導出される色差ブロック
をコーディングするために使用される情報であり得る。HEVCにおいて使用するための導出
された補足情報の一例は直接モード情報であり、ここで輝度イントラ予測情報(たとえば
、イントラ予測方向)が、色差ブロックのためのイントラ予測方向自体のシグナリングを
伴わない色差予測のために使用される。情報の他の例は、イントラ予測またはインター予
測、イントラ予測方向、動き情報などの、モードの決定であり得る。
【００５０】
　輝度区分サイズと色差区分サイズが比較されるとき、4:4:4、4:2:2、4:2:0などの色差
カラーフォーマット(たとえば、色差サブサンプリングフォーマット)が考慮され得る。た
とえば、輝度区分が16×16ピクセルである場合、対応するまたは同じ位置にある色差区分
は、4:2:0のカラーフォーマットに対しては8×8ピクセルであり、4:4:4の色差カラーフォ
ーマットに対しては16×16ピクセルである。区分は必ずしも正方形ではなく、たとえば、
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長方形の形状であることがある。したがって、4:2:0の色差サブサンプリングフォーマッ
トでは、輝度区分および色差区分は同じサイズにならない。しかしながら、輝度ブロック
および色差ブロックが一緒に区分されるときでも、得られる区分は、任意の特定の色差ブ
ロックに対応する唯一の輝度ブロックをもたらす。
【００５１】
　四分木プラス二分木(QTBT)区分構造は現在、Joint Video Exploration Team(JVET)によ
って研究されている。J. An他、「Block partitioning structure for next generation 
video coding」、国際電気通信連合、COM16-C966、2015年9月(以後、「VCEG proposal CO
M16-C966」)において、HEVCを超えた未来のビデオコーディング規格のためのQTBT区分技
法が説明された。提案されたQTBT構造は、HEVCにおいて使用される四分木構造より効率的
であり得ることを、シミュレーションが示している。
【００５２】
　VCEG proposal COM16-C966で説明されるQTBT構造では、CTBはまず四分木区分技法を使
用して区分され、ノードが最小の許容される四分木リーフノードサイズに達するまで1つ
のノードの四分木分割が繰り返され得る。最小の許容される四分木リーフノードサイズは
、シンタックス要素MinQTSizeの値によってビデオデコーダ30に示され得る。四分木リー
フノードサイズが最大の許容される二分木ルートノードサイズ(たとえば、シンタックス
要素MaxBTSizeにより表記されるような)より大きくない場合、四分木リーフノードはさら
に、二分木区分を使用して区分され得る。ノードが最小の許容される二分木リーフノード
サイズ(たとえば、シンタックス要素MinBTSizeにより表記されるような)または最大の許
容される二分木深度(たとえば、シンタックス要素MaxBTDepthにより表記されるような)に
達するまで、1つのノードの二分木区分が繰り返され得る。VCEG proposal COM16-C966は
、二分木リーフノードを指すために「CU」という用語を使用する。VCEG proposal COM16-
C966では、CUは、さらなる区分を伴わない予測(たとえば、イントラ予測、インター予測
など)および変換のために使用される。一般に、QTBT技法によれば、対称的な水平の分割
および対称的な垂直の分割という、二分木分割のための2つの分割タイプがある。各々の
場合において、ブロックは、水平または垂直のいずれかに、ブロックを中央で分けること
によって分割される。これは、ブロックを4つのブロックに分ける四分木区分とは異なる
。
【００５３】
　QTBT区分構造の一例では、CTUサイズは128×128として設定され(たとえば、128×128の
輝度ブロックおよび2つの対応する64×64の色差ブロック)、MinQTSizeは16×16として設
定され、MaxBTSizeは64×64として設定され、MinBTSize(幅と高さの両方のための)は4と
して設定され、MaxBTDepthは4として設定される。四分木区分は、四分木リーフノードを
生成するために、CTUにまず適用される。四分木リーフノードは、16×16(すなわち、MinQ
TSizeは16×16である)から128×128(すなわち、CTUサイズ)までのサイズを有し得る。QTB
T区分の一例によれば、リーフ四分木ノードが128×128である場合、リーフ四分木ノード
をさらに二分木によって分割することはできず、それは、リーフ四分木ノードのサイズが
MaxBTSize(すなわち、64×64)を超えるからである。それ以外の場合、リーフ四分木ノー
ドはさらに二分木によって区分される。したがって、四分木リーフノードは二分木のルー
トノードでもあり、0として二分木深度を有する。MaxBTDepth(たとえば、4)に達する二分
木深度は、さらなる分割がないことを示唆する。MinBTSize(たとえば、4)に等しい幅を有
する二分木ノードは、さらなる水平の分割がないことを示唆する。同様に、MinBTSizeに
等しい高さを有する二分木ノードは、さらなる垂直の分割がないことを示唆する。二分木
のリーフノード(CU)はさらに、さらなる区分なしで(たとえば、予測プロセスおよび変換
プロセスを実行することによって)処理される。
【００５４】
　図2Aは、QTBT区分技法を使用して区分されるブロック50(たとえば、CTB)の例を示す。
図2Aに示されるように、QTBT区分技法を使用して、得られるブロックの各々は、各ブロッ
クの中心を通って対称的に分割される。図2Bは、図2Aのブロック区分に対応する木構造を
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示す。図2Bの実線は四分木分割を示し、点線は二分木分割を示す。一例では、二分木の各
分割(すなわち、非リーフ)ノードにおいて、実行される分割のタイプ(たとえば、水平ま
たは垂直)を示すために、シンタックス要素(たとえば、フラグ)がシグナリングされ、こ
こで0は水平の分割を示し、1は垂直の分割を示す。四分木分割では、四分木分割は常にブ
ロックを等しいサイズで水平および垂直に4つのサブブロックへと分割するので、分割タ
イプを示す必要はない。
【００５５】
　図2Bに示されるように、ノード70において、ブロック50は、四分木区分を使用して、図
2Aに示される4つのブロック51、52、53、および54へと分割される。ブロック54はさらに
分割されないので、リーフノードである。ノード72において、ブロック51はさらに二分木
区分を使用して2つのブロックへと分割される。図2Bに示されるように、ノード72は、垂
直の分割を示す1でマークされる。したがって、ノード72での分割は、ブロック57と、ブ
ロック55と56の両方を含むブロックとをもたらす。ブロック55および56は、ノード74にお
けるさらなる垂直の分割によって作成される。ノード76において、ブロック52はさらに二
分木区分を使用して2つのブロック58および59へと分割される。図2Bに示されるように、
ノード76は、水平の分割を示す1でマークされる。
【００５６】
　ノード78において、ブロック53は四分木区分を使用して4つの等しいサイズのブロック
へと分割される。ブロック63および66は、この四分木区分から作成され、さらに分割され
ない。ノード80において、左上のブロックがまず垂直の二分木分割を使用して分割されて
、ブロック60および右側の垂直ブロックをもたらす。次いで、右側の垂直ブロックが水平
の二分木分割を使用してブロック61および62へと分割される。ノード78における四分木分
割から作成される右下のブロックは、水平の二分木分割を使用してブロック64および65へ
とノード84において分割される。
【００５７】
　QTBT区分の一例では、たとえば、四分木区分が輝度ブロックおよび色差ブロックに対し
て一緒に実行されるHEVCとは対照的に、輝度区分および色差区分は、Iスライスのために
互いに独立して実行され得る。すなわち、研究されているいくつかの例では、輝度ブロッ
クおよび色差ブロックは、直接重複しないように別々に区分され得る。したがって、QTBT
区分のいくつかの例では、色差ブロックは、少なくとも1つの区分された色差ブロックが
単一の区分された輝度ブロックと空間的に揃わないような方式で区分され得る。すなわち
、ある特定の色差ブロックと同じ位置にある輝度サンプルは、2つ以上の異なる輝度区分
の中にあることがある。
【００５８】
　上で説明されたように、いくつかの例では、色差ブロックがどのようにコーディングさ
れるべきかに関する情報は、対応する輝度ブロックに関する情報から導出され得る。しか
しながら、輝度区分および色差区分が独立に実行される場合、輝度ブロックおよび色差ブ
ロックは揃わないことがある(たとえば、輝度ブロックおよび色差ブロックがピクセルの
同じセットに対応しないことがある)。たとえば、色差区分は、色差ブロックが対応する
輝度区分より大きくなるような、または小さくなるようなものであり得る。加えて、色差
ブロックは、2つ以上の輝度ブロックと空間的に重複し得る。上で説明されたように、区
分された色差ブロックが区分された輝度ブロックより大きい場合、ある特定の色差ブロッ
クに空間的に対応する2つ以上の輝度ブロックがあるので、色差区分のサイズに対応する
輝度区分と関連付けられる輝度情報(たとえば、シンタックス要素など)の2つ以上のセッ
トがあるということがあり得る。そのような場合、どのように輝度情報から色差情報を導
出するかは不明確である。そのような状況は、JVETにより研究されている例示的なQTBT区
分構造だけではなく、輝度ブロックおよび色差ブロックが独立に区分されるどのような区
分構造でも生じ得ることを理解されたい。
【００５９】
　これらの欠点に鑑みて、本開示は、別々のおよび/または独立の輝度区分および色差区
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分を使用して区分されるピクチャのための輝度情報から色差情報を導出するための方法お
よびデバイスを説明する。上で説明されたように、輝度区分および色差区分は揃っていな
いことがあり、たとえば異なるサイズまたは形状であることがある。輝度ブロックからの
導出された情報(たとえば、決定されたコーディングモード情報)は、色差情報のための予
測子として使用することができ(たとえば、色差ブロックのために使用されるべきコーデ
ィングモード)、または、ビデオデータの色差ブロックをコーディングするために使用す
ることができる。代わりに、または加えて、輝度情報は、色差情報のコンテキストコーデ
ィングにおいてコンテキストモデリングのために使用することができる。任意選択で、コ
ンテキストモデリングは、予測情報と組み合わせることができる。以下で説明される技法
の各々は、独立に使用されてもよく、または任意の組合せで他の技法と組み合わされても
よいことを理解されたい。
【００６０】
　本開示の一例として、ビデオエンコーダ22は、ある特定のコーディングモード(たとえ
ば、ある特定のイントラ予測モード、ある特定のインター予測モード、ある特定のフィル
タリングモード、ある特定の動きベクトル予測モードなど)を使用してビデオデータの輝
度ブロックを符号化する。いくつかの例では、ビデオエンコーダ22はさらに、どのコーデ
ィングモードがある特定の輝度ブロックを符号化するために使用されたかを示すシンタッ
クス要素を符号化し得る。ビデオデコーダ30は、輝度ブロックを復号するために使用すべ
きコーディングモードを決定するために、シンタックス要素を復号するように構成され得
る。他の例では、ビデオデコーダ30は、ある特定のコーディングモードを明示的に示すシ
ンタックス要素を受信しないことがある。むしろ、ビデオデコーダ30は、様々なビデオ特
性(たとえば、ブロックサイズ、隣接ブロックからの情報など)および所定の規則のセット
に基づいて、輝度ブロックのためのある特定のコーディングモードを導出するように構成
され得る。他の例では、ビデオデコーダ30は、明示的にシグナリングされるシンタックス
要素および所定の規則の組合せに基づいて、コーディングモードを決定し得る。
【００６１】
　一例では、ビデオエンコーダ22は任意選択で、対応する輝度ブロックと同じコーディン
グモードを使用して、色差ブロック(たとえば、Crブロックおよび/またはCbブロック)を
符号化し得る。ビデオエンコーダ22が単に、色差ブロックのコーディングモードを示すシ
ンタックス要素および/または他の情報をシグナリングするのではなく、ビデオエンコー
ダ22は、1つまたは複数の対応する色差ブロックのコーディングモードのための予測子と
して輝度ブロックのコーディングモードを決定するための任意のシグナリングまたは導出
された情報を再使用するようにビデオデコーダ30に示す、シンタックス要素(たとえば、
フラグ)をシグナリングし得る。たとえば、色差ブロックが対応する輝度ブロックと同じ
コーディングモードを用いてコーディングされるかどうかを示すために、フラグが1つま
たは複数の色差ブロックのためにコーディングされ得る。同じコーディングモードを用い
てコーディングされない場合、ビデオエンコーダ22は、色差ブロックのコーディングモー
ドを示すシンタックス要素を独立に生成し、ここでビデオエンコーダ22は、色差モードが
輝度モードと等しくないことを考慮することができる。すなわち、ビデオエンコーダ22お
よびビデオデコーダは、色差ブロックのコーディングモードが輝度ブロックのコーディン
グモードと同じではないと決定することが可能であり得るので、輝度ブロックのコーディ
ングモードは色差ブロックに対する可能性として除外され得る。さらなる例として、色差
成分が輝度成分と同じモードを使用してコーディングされるかどうかを示すフラグをコー
ディングするために、別個のコンテキストが使用され得る。
【００６２】
　上で説明された例では、ビデオエンコーダ22およびビデオデコーダ30は輝度ブロックを
まずコーディングし、続いて1つまたは複数の色差ブロックをコーディングすると仮定さ
れる。この例では、色差ブロックがコーディングされているときに、輝度情報はすでに利
用可能である。ビデオエンコーダ22およびビデオデコーダ30が別の順序でブロックをコー
ディングするように構成される場合(たとえば、色差ブロックが最初にコーディングされ



(21) JP 2019-509684 A 2019.4.4

10

20

30

40

50

る)、輝度および色差の用語は、以下の例では単に交換され得る。
【００６３】
　本開示の一例では、ビデオデコーダ30は、符号化されたビデオデータのビットストリー
ムを受信し、符号化されたビデオデータをメモリ(たとえば、図1の記憶媒体28)に記憶す
るように構成され得る。符号化されたビデオデータは、区分された輝度ブロックと区分さ
れた色差ブロックの両方を表し得る。いくつかの例では、区分された色差ブロックは、Cr
色差ブロックとCb色差ブロックの両方を含み得る。本開示において使用される場合、「色
差ブロック」という用語は、任意のタイプの色差情報を含む任意のタイプのブロックを指
し得る。本開示の例では、色差ブロックは輝度ブロックとは独立に区分される。すなわち
、ビデオエンコーダ22は、輝度ブロックおよび色差ブロックのために別々の区分構造を使
用してビデオデータを符号化するように構成され得る。
【００６４】
　そのような別々の区分構造により、少なくとも1つの区分された色差ブロックが単一の
区分された輝度ブロックと揃わないようになり得る。したがって、ピクチャの特定の空間
的な位置に対して、ビデオエンコーダ22は、単一の色差ブロックを区分できるが、複数の
輝度ブロックを区分できない。しかしながら、ピクチャの他の空間的な位置に対しては、
輝度ブロックと色差ブロックとの間に1対1の対応があり得ること、または、単一の輝度ブ
ロックに対して複数の色差ブロックがあり得ることを理解されたい。上で説明されたQTBT
区分構造は、輝度ブロックおよび色差ブロックが独立に/別々に区分されるタイプの区分
構造である。しかしながら、本開示の技法は、輝度ブロックおよび色差ブロックが独立に
区分される任意の区分構造に従って区分されるビデオデータに適用され得る。
【００６５】
　ビデオデコーダ30はさらに、符号化されたビデオビットストリームにおいて受信される
それぞれの区分された輝度ブロックのコーディングモードを決定し、決定されたそれぞれ
のコーディングモードに従ってそれぞれの区分された輝度ブロックを復号するように構成
され得る。ビデオデコーダ30は、符号化されたビデオビットストリームにおいて受信され
るシンタックス要素によって示される情報からコーディングモードを決定するように構成
され得る。そのようなシンタックス要素は、コーディングモードを明示的に示し得る。他
の例では、ビデオデコーダ30は、ビデオデータの特性および何らかの所定の規則から、輝
度ブロックのコーディングモードを暗黙的に決定するように構成され得る。他の例では、
ビデオデコーダ30は、明示的にシグナリングされたシンタックス要素、ならびに、所定の
規則およびビデオデータの特性から暗黙的に決定されたコーディングモードの組合せを使
用して、輝度ブロックのコーディングモードを決定し得る。
【００６６】
　本開示の文脈では、コーディングモードは、ビデオエンコーダ22がどのように符号化さ
れたビデオデータを符号化したか、およびビデオデコーダ30がビデオデータをどのように
復号すべきかをビデオデコーダ30に示す、任意の情報であり得る。例示的なコーディング
モードは、色差イントラ予測のための直接モード、場所に依存するイントラ予測組合せ(P
DPC)フラグ(たとえば、PDPCモードが使用されるかどうかを示す)、PDPCパラメータ、分離
不能二次変換(NSST:non-separable secondary transform)のための二次変換セット、増強
複数変換(EMT:enhanced multiple transform)、適応複数変換(AMT:adaptive multiple tr
ansform)、およびエントロピーコーディングデータモードを選択するためのコンテキスト
を含み得る。上記は、ビデオデコーダ30によって決定される輝度コーディングモード(輝
度ブロックをコーディングするために使用されるコーディングモード)から導出すること
ができ、JVETで研究されているJEM試験モデルにおいて使用されている、色差コーディン
グモードの例である。しかしながら、コーディングモードは、色差ブロックをコーディン
グするために再使用され得る、または色差ブロックのコーディングモードを予測するため
に使用され得る、輝度ブロックをコーディングするために使用される任意のコーディング
モードを含み得る。
【００６７】
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　コーディングモードのタイプまたはコーディングモードが決定された方式とは無関係に
、ビデオデコーダ30は、特定の区分された輝度ブロックと関連付けられる複数の異なるメ
モリ位置に、その特定の区分された輝度ブロックの決定されたコーディングモードを記憶
するように構成され得る。図3を参照して以下でより詳細に説明されるように、ある特定
の区分される輝度ブロックはサブブロックへと分けられることがあり、ビデオデコーダ30
は、サブブロックの各々に対応するメモリ位置に、特定の区分された輝度ブロック全体に
対して決定されたコーディングモードを記憶することができる。したがって、N個のサブ
ブロックへと分けられるある特定の区分された輝度ブロックに対して、コーディングモー
ドはN個の異なるメモリ位置に記憶され、各メモリ位置は、区分された輝度ブロック内の
特定の空間的に配置されたサブブロックに対応する。サブブロックは、任意のサイズの長
方形または正方形ブロックであり得る。いくつかの例では、サブブロックは1つだけのサ
ンプル、すなわち1×1のサイズのブロックであり得る。いくつかの例では、各メモリ位置
は、特定の区分された輝度ブロックのコーディングモードを明示的に示すデータを記憶し
得る。他の例では、特定の区分された輝度ブロックと関連付けられる1つまたは複数のメ
モリ位置はコーディングモードを示す情報を明示的に記憶するが、特定の区分された輝度
ブロックと関連付けられる他のメモリ位置は、コーディングモードを明示的に記憶するメ
モリ位置を指す。
【００６８】
　本開示のいくつかの例によれば、ビデオデコーダ30は、色差ブロックを復号するときに
使用するために、輝度ブロックのために受信されたコーディングモード情報を再使用する
ように構成され得る。いくつかの例では、ビデオデコーダ30は、それぞれの区分された輝
度ブロックと関連付けられるコーディングモードが特定の区分された色差ブロックを復号
するために使用されるべきであるかどうかを示す、第1のシンタックス要素を受信して復
号することができる。上で説明されたように、ある区分された色差ブロックは、2つ以上
の異なる区分された輝度ブロックと空間的に揃うことがある。したがって、そのような色
差ブロックのために輝度コーディングモードをどのように再使用するかを決定するのは難
しいことがあり、それは、どの輝度ブロックからコーディングモード情報を受け継ぐ(た
とえば、再使用する)かが不明確であるからである。複数のサブブロック位置に対応する
複数のメモリ位置に輝度コーディングモード情報を記憶することによって、ビデオデコー
ダ30は、特定の色差ブロックの空間的な位置に対応するサブブロックのために記憶されて
いるコーディングモード情報の関数を使用して、その特定の色差ブロックのために輝度ブ
ロックからのどのコーディングモード情報を再使用すべきかを決定するように構成され得
る。この文脈では、この関数は、2つ以上の同じ位置にある区分された輝度ブロックのど
のコーディングモードを区分された色差ブロックのために再使用すべきかを決定するため
にビデオデコーダ30が使用する、所定の規則および分析技法のセットであり得る。再使用
すべき輝度コーディングモードが決定されると、ビデオデコーダ30は、決定されたコーデ
ィングモードを用いて特定の区分された色差ブロックを復号し得る。
【００６９】
　ビデオデコーダ30は、区分された輝度ブロックのサブブロックと関連付けられるメモリ
位置に記憶されているコーディングモード情報の関数に基づいて、2つ以上の空間的に揃
っている輝度ブロックからどのコーディングモードを再使用すべきかを決定するように構
成され得る。いくつかの異なる機能が使用され得る。本開示の一例では、ビデオデコーダ
30は、色差区分と同じ位置にある2つ以上の輝度区分に対応する輝度コーディングモード
情報の統計的な分析を実行するように構成され得る。色差ブロックが使用するための、輝
度ブロックからの決定された輝度コーディングモード情報は、輝度コーディングモード情
報全体(たとえば、色差ブロックと同じ位置にある1つ1つの輝度サブブロックに含まれる
コーディングモード情報)と、輝度ブロックの中の同じ位置にあるサブブロックにわたっ
て輝度コーディングモード情報がどのように変化するか(たとえば、情報がどの程度類似
しているか、または異なるか)ということとの、関数であり得る。コーディングモードの
再使用のための以前の技法と本開示の技法の1つの違いは、別々の輝度区分および色差区
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分により、輝度コーディングモード情報が2つ以上の輝度ブロック(または区分)に関連し
得るということである。
【００７０】
　2つ以上の区分された輝度ブロックからどの輝度コーディングモード情報を同じ位置に
ある色差ブロックのために再使用できるかを決定するために使用され得る関数の例は、限
定はされないが、以下で説明される関数の1つまたは複数を含み得る。一例では、ビデオ
デコーダ30は、2つ以上の区分された輝度ブロックの決定されたそれぞれのコーディング
モードを示すコーディングモード情報の統計的分析を含む関数を実行し得る。コーディン
グモード情報は、2つ以上の区分された輝度ブロックのそれぞれのサブブロックと関連付
けられるそれぞれのメモリ位置に記憶される。一例では、ビデオデコーダ30は、コーディ
ングモード情報を分析し、2つ以上の区分された輝度ブロックの同じ位置にあるサブブロ
ックに対して最も頻繁に現れるコーディングモード情報を返す(たとえば、使用しメモリ
から取得すると決定する)ことができる。すなわち、この関数は、対応する輝度ブロック
において使用される輝度情報の大半を返す。このようにして、この関数は、同じ位置にあ
る色差ブロックのために再使用されるべき、2つ以上の区分された輝度ブロックからの特
定の輝度コーディングモード情報を示す。
【００７１】
　他の例では、ビデオデコーダ30は、2つ以上の区分された輝度ブロックのサブブロック
のためのコーディングモード情報の分析を実行する関数を使用することができ、この分析
は、その情報の平滑性を測定するために、輝度コーディングモード情報の勾配またはより
高次の導関数を測定することを含む。たとえば、2つ以上の輝度ブロックに関するコーデ
ィングモード情報の大半と大きく異なり得る、2つ以上の輝度ブロックの中のいくつかの
極端な(たとえば、外れ値の)コーディングモード情報を無視して、色差ブロックのために
再使用しないようにすることができる。他の例では、ビデオデコーダ30は、それぞれのサ
ブブロックのために記憶されている輝度コーディングモード情報に異なる重みを割り当て
、色差ブロックのためにどのモードを再使用すべきかを決定するために、コーディングモ
ードの加重平均を使用することができる。この重みは、色差ブロックと同じ位置にある輝
度サブブロックの相対的な位置に基づいて割り当てられ得る。
【００７２】
　他の例では、色差ブロックのためにどの輝度コーディングモードを再使用すべきかを決
定するために使用される関数は、以下のビデオコーディング特性の1つまたは複数を含み
得る。色差ブロックのためにどの輝度コーディングモードを再使用すべきかを決定するた
めにビデオデコーダ30が使用し得る関数は、ブロックの形状(長方形、正方形)、ブロック
の向き(垂直または水平の向きの長方形ブロック)、色差ブロックの形状、代表的な位置を
含む輝度ブロックの形状、輝度および/または色差ブロックの幅もしくは高さ、色差ブロ
ックに対応するエリアのより頻繁に使用される輝度モードを含み得る。他の例では、関数
は、代表的な位置における予測モードまたは輝度情報に基づき得る。たとえば、ビデオデ
コーダ30が色差ブロックの輝度イントラモードを再使用するように構成されるが、代表的
な位置における輝度ブロックがインターモードを用いてコーディングされる場合、ビデオ
デコーダ30は、色差ブロックのために再使用すべき輝度イントラモードを決定するために
、別の代表的な位置を選択するように構成され得る。より一般的には、ビデオデコーダ30
が色差ブロックをコーディングするためにどの輝度情報を再使用すべきかを決定するが、
輝度情報がこの色差ブロックに対して有効ではない可能性がある場合、ビデオデコーダ30
は、輝度ブロックの中の別の代表的な位置からの輝度情報を考慮することがあり、または
そうでなければ、何らかのデフォルトの輝度情報を使用することがある。
【００７３】
　本開示の別の例では、ビデオデコーダ30は、所定のサブブロック位置に基づいてコーデ
ィングモード情報を再使用し得る。たとえば、ビデオデコーダ30は単に、色差ブロックと
同じ位置にある特定のサブブロック位置のために記憶されているコーディングモード情報
を再使用することができる。一例として、ビデオデコーダ30は、区分された色差ブロック
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の特定の角と同じ位置にある輝度サブブロックに記憶されているコーディングモード情報
を再使用することができる。任意の角のサブブロックが使用され得る。別の例として、ビ
デオデコーダ30は、区分された色差ブロックの中心と同じ位置にある輝度サブブロックに
記憶されているコーディングモード情報を再使用することができる。他の例では、ビデオ
デコーダ30は、何らかの所定の数の輝度サブブロック位置のために記憶されているコーデ
ィングモード情報の統計的分析(たとえば、上で説明されたような)を実行することができ
る。すなわち、ビデオデコーダ30は、輝度区分のいくつかのサブブロックを分析し、そこ
に含まれている輝度情報に基づいて色差情報を導出する、関数を使用することができる。
【００７４】
　別の例では、ビデオデコーダ30は、区分された色差ブロックを、複数のサブブロック、
たとえば1×1、2×2、4×4、または他のサイズのサブブロックへと分けることができる。
次いで、各サブブロックに対して、ビデオデコーダ30は、特定の輝度サブブロックのため
に記憶されている輝度コーディングモード情報を、同じ位置にある色差サブブロックのた
めに受け継ぐ(たとえば、再使用する)ことができる。このようにして、対応する輝度ブロ
ックからの異なるコーディング情報は、単一の色差ブロックにおいて適用され得る。
【００７５】
　上で論じられたように、ビデオデコーダ30は、色差ブロックのために輝度コーディング
モード情報をどのように再使用するかを決定するための、複数の所定の関数のうちの1つ
を使用することができる。いくつかの例では、ビデオデコーダ30は、単一の所定の関数を
使用し、すべてのピクチャのためにその関数を使用するように構成され得る。他の例では
、ビデオデコーダ30は、いくつかのビデオコーディング特性に基づいて、どの関数を使用
するかを決定することができる。他の例では、ビデオエンコーダ22は、輝度コーディング
モード情報をどのように再使用するかを決定するためにどの関数を使用すべきかをビデオ
デコーダ30に示すシンタックス要素をシグナリングするように構成され得る。そのような
シンタックス要素は、任意のレベルで、たとえばシーケンスレベル、ピクチャレベル、ス
ライスレベル、タイルレベル、CTBレベルなどでシグナリングされ得る。
【００７６】
　図3は、本開示の技法による、輝度と色差の相対的な区分の例を示す概念図である。図3
に示されるように、情報は、区分のサブブロック(点線のボックス)に区分(たとえば、区
分された輝度ブロック)ごとに記憶される。サブブロックは、最小で個々のサンプルのサ
イズまでの、任意のサイズであり得る。図3は、4:4:4サブサンプリングフォーマットであ
るか4:2:0サブサンプリングフォーマットであるかにかかわらず、1つの色差区分が2つ以
上の関連する輝度区分を有し得ることを示す。したがって、単一の色差区分は、2つ以上
の対応する輝度情報のセットを有し得る。上で説明されたように、輝度区分のいくつかの
代表的な位置(たとえば、サブブロック)は、対応する色差区分のための色差情報を導出す
るために、輝度情報(たとえば、コーディングモード)を分析するために使用され得る。
【００７７】
　図4は、本開示の技法による、輝度と色差の相対的な区分の別の例を示す概念図である
。図4に示されるように、情報は輝度区分のサブブロック(点線のボックス)に区分ごとに
記憶される。図4は、1つの色差区分の中の各サブブロックが1つの関連する輝度サブブロ
ックを有し得ることと、関連する1つの輝度サブブロックの輝度情報が対応する色差サブ
ブロックのための色差情報を導出するために分析され得ることとを示す。
【００７８】
　以下のセクションは、本開示の技法を使用し得るいくつかの例を説明する。色差直接モ
ードでは、輝度イントラ方向が色差イントラ予測のために使用される。このモードの例は
HEVCにおいて使用された。本開示の1つの例示的な技法によれば、色差構造および輝度構
造が(たとえば、独立の色差区分および輝度区分が原因で)揃わないとき、輝度イントラ予
測モードを取得するために、中心の代表的な輝度サブブロックが選択され、輝度イントラ
予測モードが次いで、直接モードとして色差区分に適用される。対応する輝度区分の他の
輝度サブブロックは、選択されたサブブロックとは異なる他のイントラ方向を有し得る。
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上で説明されたように、中心の代表的なサブブロックを使用する代わりに、他の関数も使
用され得る。
【００７９】
　別の例では、色差直接モードでは、色差構造および輝度構造が揃わないとき、色差イン
トラ予測が2×2(または4×4)サブブロック単位で実行される。各々の2×2(または4×4)色
差サブブロックに対して、1つの関連する4×4の輝度サブブロックが特定され、この特定
された4×4の輝度サブブロックのイントラ予測モードは、現在の色差2×2(または4×4)サ
ブブロックに適用される。
【００８０】
　別の例では、色差PDPC制御フラグ(すなわち、PDPCモードが適用される、またはされな
い)およびPDPCパラメータが、たとえば、中心の代表的な輝度サブブロックから導出され
、色差区分に適用される。上で説明されたように、中心の代表的なサブブロックを使用す
る代わりに、他の関数も使用され得る。
【００８１】
　別の例では、二次変換(NSST)セットが、中心の代表的な輝度サブブロックからビデオデ
コーダ30によって選択され、色差区分に適用される。上で説明されたように、中心の代表
的なサブブロックを使用する代わりに、他の関数も使用され得る。
【００８２】
　同様の技法が、輝度情報から導出される任意の色差情報に、ビデオデコーダ30によって
適用され得る。
【００８３】
　前述の例は、ビデオデコーダ30を参照して説明された。しかしながら、ビデオエンコー
ダ22は、輝度ブロックのために生成され、導出され、かつ/またはシグナリングされた情
報を、色差ブロックのためにどのように再使用するかを決定するための同じ技法を利用し
得る。具体的には、ビデオエンコーダ22は、どの輝度コーディングモード情報を再使用す
べきかを決定するためにビデオデコーダが使用する関数に基づいて、色差ブロックのため
に輝度コーディングモード情報が再使用されるべきかどうかを示す、シンタックス要素を
シグナリングするかどうかを決定することができる。
【００８４】
　以下のセクションは、非正方形の長方形区分へと区分され得るビデオデータのブロック
に対して、場所に依存するイントラ予測組合せ(PDPC)コーディングモードのためのパラメ
ータを決定するための技法を説明する。上で説明されたQTBT区分構造は、非正方形の長方
形ブロックを許容する区分構造の例である。しかしながら、本開示の技法は、非正方形の
長方形ブロックを産生する任意の区分構造とともに使用され得る。
【００８５】
　PDPCコーディングモードを使用してビデオデータをコーディングするとき、ビデオエン
コーダ22および/またはビデオデコーダ30は、フィルタリングされたおよびフィルタリン
グされない参照値に基づいて、かつ予測されたピクセルの場所に基づいて、どのように予
測を組み合わせるかを定義する1つまたは複数のパラメータ化された等式を使用し得る。
ビデオエンコーダ22がパラメータのセットを(たとえば、レートひずみ分析を介して)試験
し、最適なパラメータ(たとえば、試験されるパラメータの中で最良のレートひずみ性能
をもたらすパラメータ)をビデオデコーダ30にシグナリングするように構成され得るよう
な、パラメータのいくつかのセットを本開示は説明する。他の例では、ビデオデコーダ30
は、ビデオデータの特性(たとえば、ブロックのサイズ、ブロックの高さ、ブロックの幅
など)からPDPCパラメータを決定するように構成され得る。
【００８６】
　図5Aは、本開示の技法による、フィルタリングされない参照(r)を使用した4×4のブロ
ック(p)の予測を示す。図5Bは、本開示の技法による、フィルタリングされる参照(s)を使
用した4×4のブロック(q)の予測を示す。図5Aと図5Bの両方が4×4のピクセルブロックと1
7(4×4+1)個のそれぞれの参照値を示すが、本開示の技法は参照値の任意のブロックサイ
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【００８７】
　ビデオエンコーダ22および/またはビデオデコーダ30は、PDPCコーディングモードを実
行するとき、コーディングされるべき現在のブロックのための予測されるブロックがフィ
ルタリングされた(s)参照アレイとフィルタリングされない(r)参照アレイの両方からのピ
クセル値を使用して計算され得るように、フィルタリングされた(q)予測とフィルタリン
グされない(p)予測の組合せを利用し得る。
【００８８】
　PDPCの技法の一例では、それぞれフィルタリングされない参照rおよびフィルタリング
された参照sのみを使用して計算される、ピクセル予測の任意の2つのセットpr[x,y]およ
びqs[x,y]を仮定すると、v[x,y]と表記されるピクセルの合成の予測される値は、
v[x,y]=c[x,y] pr[x,y]+(1-c[x,y]) qs[x,y]　　(1)
によって定義され、c[x,y]は合成パラメータのセットである。重みc[x,y]の値は0と1の間
の値であり得る。重みc[x,y]と(1-c[x,y])の合計は1に等しいことがある。
【００８９】
　いくつかの例では、ブロックの中のピクセルの数と同じくらい大きなパラメータのセッ
トを有することは現実的ではないことがある。そのような例では、c[x,y]は、パラメータ
のはるかに小さなセットと、それらのパラメータからのすべての合成値を計算するための
等式とによって定義され得る。そのような例では、以下の式が使用され得る。
【００９０】
【数１】

【００９１】
ここで、
【００９２】
【数２】

【００９３】
は予測パラメータであり、Nはブロックサイズであり、pr[x,y]およびqs[x,y]は、HEVC規
格に従って、特定のモードに対してそれぞれフィルタリングされない参照およびフィルタ
リングされた参照を使用して計算される予測値であり、
【００９４】
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【数３】

【００９５】
は正規化係数(すなわち、
【００９６】
【数４】

【００９７】
に割り当てられる全体の重みが合計で1になるようにするための)であり、予測パラメータ
により定義される。
【００９８】
　式2は、式2Aにおいて任意のビデオコーディング規格に対して一般化され得る。
【００９９】

【数５】

【０１００】
ここで、
【０１０１】
【数６】

【０１０２】
は予測パラメータであり、Nはブロックサイズであり、
【０１０３】

【数７】

はビデオコーディング規格(またはビデオコーディング方式またはアルゴリズム)に従って
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た参照を使用して計算される予測値であり、
【０１０４】
【数８】

【０１０５】
は正規化係数(すなわち、
【０１０６】
【数９】

【０１０７】
に割り当てられる全体の重みが合計で1になるようにするための)であり、予測パラメータ
により定義される。
【０１０８】
　これらの予測パラメータは、使用される予測モードのタイプ(たとえば、DC、平面、お
よびHEVCの33個の方向性モード)に従って、予測される項の最適な線形の合成を提供する
ための重みを含み得る。たとえば、HEVCは35個の予測モードを含む。ルックアップテーブ
ルは、予測モードの各々に対する予測パラメータ
【０１０９】
【数１０】

【０１１０】
の各々の値(すなわち、各予測モードに対する
【０１１１】

【数１１】

【０１１２】
の35個の値)を用いて構築され得る。そのような値は、ビデオについてビットストリーム
において符号化されることがあり、または前もってエンコーダおよびデコーダによって知
られている定数値であることがあり、ファイルまたはビットストリームにおいて送信され
る必要はないことがある。
【０１１３】
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【数１２】

【０１１４】
の値は、訓練ビデオのセットに対する最良の圧縮を与える予測パラメータの値を見つける
ことによる、最適な訓練アルゴリズムによって決定され得る。
【０１１５】
　別の例では、各予測モードに対して複数の事前に定義された予測パラメータセットが(
たとえば、ルックアップテーブルの中に)あり、選択された予測パラメータセットが符号
化されたファイルまたはビットストリームにおいてデコーダに送信される(しかしパラメ
ータ自体は送信されない)。別の例では、
【０１１６】

【数１３】

【０１１７】
の値は、ビデオエンコーダによってオンザフライで生成され、符号化されたファイルまた
はビットストリームにおいてデコーダに送信され得る。
【０１１８】
　別の例では、HEVC予測を使用する代わりに、これらの技法を実行するビデオコーディン
グデバイスは、33個の方向性予測の代わりに65個の方向性予測を使用するものなどの、HE
VCの修正されたバージョンを使用し得る。実際に、任意のタイプのフレーム内予測が使用
され得る。
【０１１９】
　別の例では、式は計算を容易にするように選ばれ得る。たとえば、以下のタイプの予測
子を使用することができ、
【０１２０】
【数１４】
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【０１２１】
　そのような手法は、HEVC(または他の)予測の線形性を利用し得る。事前に定義されたセ
ットからのフィルタkのインパルス応答としてhを定義すると、
s=a r+(1-a)(h*r)　　　(7)
であり、「*」が畳み込みを表す場合、
【０１２２】
【数１５】

【０１２３】
であり、すなわち、線形に合成された予測が線形に合成された参照から計算され得る。
【０１２４】
　式4、6、および8は、式4A、6A、および8Aにおいて任意のビデオコーディング規格に対
して一般化され得る。
【０１２５】

【数１６】

【０１２６】
そのような手法は、コーディング規格の予測の線形性を利用し得る。事前に定義されたセ
ットからのフィルタkのインパルス応答としてhを定義すると、
s=a r+(1-a)(h*r)　　　(7A)
であり、「*」が畳み込みを表す場合、
【０１２７】

【数１７】

【０１２８】
であり、すなわち、線形に合成された予測が線形に合成された参照から計算され得る。
【０１２９】
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　ある例では、予測関数は参照ベクトル(たとえば、rおよびs)を入力としてのみ使用し得
る。この例では、参照ベクトルの挙動は、参照がフィルタリングされていてもされていな
くても変化しない。rとsが等しい(たとえば、いくつかのフィルタリングされない参照rが
別のフィルタリングされた参照sと偶然同じである)場合、フィルタリングされた参照およ
びフィルタリングされない参照に適用される予測関数は等しく、たとえばpr[x,y](p(x,y,
r)とも書かれる)はps[x,y](p(x,y,s)とも書かれる)に等しい。加えて、ピクセル予測pお
よびqは等価であり得る(たとえば、同じ入力であれば同じ出力を産生する)。そのような
例では、式(1)～(8)は、ピクセル予測q[x,y]をピクセル予測p[x,y]で置き換えて書き換え
られ得る。
【０１３０】
　別の例では、予測(たとえば、関数のセット)は、参照がフィルタリングされたという情
報に依存して変化し得る。この例では、関数の異なるセットが表記され得る(たとえば、p

r[x,y]およびqs[x,y])。この場合、rとsが等しい場合であっても、pr[x,y]およびqs[x,y]
は等しくないことがある。言い換えると、同じ入力は、入力がフィルタリングされたか否
かに応じて異なる出力を生み出し得る。そのような例では、p[x,y]はq[x,y]によって置き
換えられることが可能ではないことがある。
【０１３１】
　示される予測式の利点は、パラメータ化された式を用いると、最適なパラメータのセッ
ト(すなわち、予測精度を最適化するもの)が、訓練などの技法を使用して、様々なタイプ
のビデオテクスチャに対して決定され得るということである。そして、この手法は、いく
つかの例では、いくつかの典型的なタイプのテクスチャに対して予測子パラメータのいく
つかのセットを計算し、エンコーダが各セットからの予測子を試験して最良の圧縮を生む
ものをサイド情報として符号化するような圧縮方式を用いることによって、拡張され得る
。
【０１３２】
　上で説明された技法のいくつかの例では、PDPCコーディングモードが有効であるとき、
たとえば、フィルタリングされたサンプルまたはフィルタリングされないサンプルを使用
して、PDPCモードのイントラ予測の重みおよび制御のために使用されるPDPCパラメータは
、事前に計算されルックアップテーブル(LUT)に記憶される。一例では、ビデオデコーダ3
0は、ブロックサイズおよびイントラ予測方向に従ってPDPCパラメータを決定する。PDPC
コーディングモードの以前の技法は、イントラ予測されるブロックが常に正方形のサイズ
であると仮定していた。
【０１３３】
　JVET試験モデルは、PDPCコーディングモードを含む。上で論じられたように、JVET試験
モデルは、非正方形の長方形ブロックを許容するQTBT区分を使用する。以下のセクション
は、長方形ブロックのためのPDPCコーディングの拡張のための例示的な技法を論じる。し
かしながら、本開示の技法は、サンプル場所に従って予測子および参照サンプルに加重平
均を適用する予測モードを含む、非正方形ブロックを使用する任意の予測モードのための
予測モードパラメータを決定するために使用され得ることを理解されたい。
【０１３４】
　水平関連のパラメータに対しては、ブロックの幅がLUTからのPDPCパラメータを記憶す
るために、またはそれにアクセスするために使用され、垂直関連のパラメータに対しては
、ブロックの高さがLUTからのPDPCパラメータを記憶するために、またはそれにアクセス
するために使用されるように、PDPCパラメータを決定するために使用されるLUTの構造、
またはLUTからパラメータを導出するために使用される技法を修正することが提案される
。水平または垂直の関係を有しない他のパラメータに対しては、ブロックの幅と高さの関
数が、LUTからのそれらのパラメータを記憶するために、またはそれらにアクセスするた
めに適用され得る。
【０１３５】
　ビデオデコーダ30は、PDPCモードを使用して符号化されたビデオデータのブロックを受
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信し得る。この例では、ビデオデータのブロックは、幅および高さによって定義される非
正方形の長方形の形状を有し得る。ビデオデコーダ30は、イントラ予測モードとブロック
の幅との関数として、水平関連のPDPCパラメータを決定し得る。ビデオデコーダ30は、イ
ントラ予測モードとブロックの高さとの関数として、垂直関連のPDPCパラメータを決定し
得る。加えて、ビデオデコーダ30は、イントラ予測モードならびにブロックの高さおよび
幅の関数に基づいて、非方向性のPDPCパラメータ(たとえば、水平関連でも垂直関連でも
ないPDPCパラメータ)を決定し得る。例示的な垂直関連のパラメータは、上付き文字vとと
もに上で示されている。例示的な水平関連のパラメータは、上付き文字hとともに上で示
されている。たとえば、関数は、限定はされないが、ブロックの高さと幅の大きい方もし
くは小さい方、またはブロックの高さと幅の加重平均であることがあり、ここで重みは、
ある次元がブロックの別の次元よりどのように大きいかに依存し得る。たとえば、より大
きな次元(幅または高さ)は、加重平均において他の次元より大きい重みを有し得る。
【０１３６】
　許容されるブロック形状(幅および高さ)はある数しかないので、この関数は、すべての
あり得るブロックの幅と高さ、または部分組合せに対しても明示的に表され得る。たとえ
ば、NwおよびNh個のあり得るブロックの幅および高さがある場合、サイズNw×Nhのテーブ
ルは、各長方形ブロックまたは正方形ブロックに対して、イントラ予測処理において使用
されるべきデータを記憶することができる。
【０１３７】
　図6は、本開示の一例による、長方形ブロックにおいて使用される予測パラメータのセ
ットを決定するためのネストされたテーブルの使用を示す概念図である。ビデオデコーダ
30は、ブロックの幅と高さの両方に対してエントリーがインデクシングされる、1つまた
は複数のLUTを使用してPDPCパラメータを決定し得る。図6に示されるように、幅(W)およ
び/または高さ(H)は、サイズ対パラメータテーブル90への入力として使用され得る。サイ
ズ対パラメータテーブル90は、予測パラメータテーブル92の中のエントリーを指すインデ
ックスを含む(LUT)として構成され得る。上で論じられたように、サイズ対パラメータテ
ーブル90は、NwおよびNh個のあり得るブロックの幅および高さを考慮するためにサイズが
Nw×Nhであり得る。この例では、サイズ対パラメータテーブル90は、単一のイントラ予測
モード(たとえば、DC、平面、または他の予測方向)のために使用され得る。他の例では、
サイズ対パラメータテーブル90は、すべてのイントラ予測モードのためのエントリーを含
み、テーブルへのエントリーとしてブロックの高さ、ブロックの幅、およびイントラ予測
モードを使用し得る。一般に、メモリを最小限にするために、ビデオデコーダ30およびビ
デオエンコーダ22は、行および列においてテーブルのエントリーを合成し、テーブル(た
とえば、サイズ対パラメータテーブル90)のサイズを減らし、場合によっては異なるサイ
ズのいくつかのテーブルを作成するように構成され得る。
【０１３８】
　一例として、特定のイントラ予測モードを仮定すると、ビデオデコーダ30は、復号され
ているビデオデータのブロックの幅を使用してサイズ対パラメータテーブル90の中のエン
トリーにアクセスし、1つまたは複数の水平関連のPDPCパラメータを決定することができ
る。ブロックの幅に基づいて、サイズ対パラメータテーブル90の中の対応するエントリー
は、予測パラメータテーブル92への入力として使用され得る。予測パラメータテーブル92
は、サイズがNp×Neであり、実際のPDPCパラメータのエントリーを含む。したがって、サ
イズ対パラメータテーブル90から得られたエントリーは、復号ブロック94において次いで
使用される予測パラメータテーブル92の中の実際の水平関連のPDPCパラメータを指すイン
デックスである。
【０１３９】
　同様に、ビデオデコーダ30は、復号されているビデオデータのブロックの高さを使用し
てサイズ対パラメータテーブル90の中のエントリーにアクセスし、1つまたは複数の垂直
関連のPDPCパラメータを決定することができる。ブロックの幅に基づいて、サイズ対パラ
メータテーブル90の中の対応するエントリーは、復号ブロック94において次いで使用され
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る予測パラメータテーブル92の中の実際の垂直関連のPDPCパラメータを取得するために、
予測パラメータテーブル92への入力として使用され得る。同じプロセスが、ブロックの高
さおよび幅の関数に基づいたインデックスである、非方向性のPDPCパラメータのために適
用され得る。
【０１４０】
　図7は、本開示の技法を実施することができる例示的なビデオエンコーダ22を示すブロ
ック図である。図7は説明のために提供され、広く例示されるとともに本開示において説
明されるような技法の限定と見なされるべきでない。本開示の技法は、様々なコーディン
グ規格または方法に適用可能であり得る。
【０１４１】
　図7の例では、ビデオエンコーダ22は、予測処理ユニット100、ビデオデータメモリ101
、残差生成ユニット102、変換処理ユニット104、量子化ユニット106、逆量子化ユニット1
08、逆変換処理ユニット110、再構築ユニット112、フィルタユニット114、復号ピクチャ
バッファ116、およびエントロピー符号化ユニット118を含む。予測処理ユニット100は、
インター予測処理ユニット120およびイントラ予測処理ユニット126を含む。インター予測
処理ユニット120は、動き推定ユニットおよび動き補償ユニット(図示せず)を含み得る。
【０１４２】
　ビデオデータメモリ101は、ビデオエンコーダ22の構成要素によって符号化されるべき
ビデオデータを記憶するように構成され得る。ビデオデータメモリ101に記憶されるビデ
オデータは、たとえば、ビデオソース18から取得され得る。復号ピクチャバッファ116は
、たとえば、イントラコーディングモードまたはインターコーディングモードにおいて、
ビデオエンコーダ22によってビデオデータを符号化する際に使用するための参照ビデオデ
ータを記憶する参照ピクチャメモリであり得る。ビデオデータメモリ101および復号ピク
チャバッファ116は、シンクロナスDRAM(SDRAM)を含むダイナミックランダムアクセスメモ
リ(DRAM)、磁気抵抗RAM(MRAM)、抵抗変化RAM(RRAM(登録商標))、または他のタイプのメモ
リデバイスなどの、様々なメモリデバイスのいずれかによって形成され得る。ビデオデー
タメモリ101および復号ピクチャバッファ116は、同一のメモリデバイスまたは別々のメモ
リデバイスによって提供され得る。様々な例において、ビデオデータメモリ101は、ビデ
オエンコーダ22の他の構成要素とともにオンチップであってもよく、または、これらの構
成要素に対してオフチップであってもよい。ビデオデータメモリ101は、図1の記憶媒体20
と同じであることがあり、またはその一部であることがある。
【０１４３】
　ビデオエンコーダ22は、ビデオデータを受信する。ビデオエンコーダ22は、ビデオデー
タのピクチャのスライスの中の各CTUを符号化し得る。CTUの各々は、ピクチャの、等しい
サイズの輝度コーディングツリーブロック(CTB)、および対応するCTBと関連付けられ得る
。CTUを符号化することの一部として、予測処理ユニット100は、区分を実行して、CTUのC
TBを次第に小さくなるブロックに分割し得る。いくつかの例では、ビデオエンコーダ22は
、QTBT構造を使用してブロックを区分し得る。より小さいブロックは、CUのコーディング
ブロックであり得る。たとえば、予測処理ユニット100は、木構造に従ってCTUと関連付け
られるCTBを区分し得る。本開示の1つまたは複数の技法によれば、木構造の各深度レベル
において木構造の各々のそれぞれの非リーフノードに対して、それぞれの非リーフノード
に対して複数の許容される分割パターンがあり、それぞれの非リーフノードに対応するビ
デオブロックは、複数の許容可能な分割パターンのうちの1つに従って、それぞれの非リ
ーフノードの子ノードに対応するビデオブロックへと区分される。
【０１４４】
　ビデオエンコーダ22は、CTUのCUを符号化して、CUの符号化された表現(すなわち、コー
ディングされたCU)を生成し得る。CUを符号化することの一部として、予測処理ユニット1
00は、CUの1つまたは複数のPUの間でCUと関連付けられるコーディングブロックを区分し
得る。したがって、各PUは、輝度予測ブロックおよび対応する色差予測ブロックと関連付
けられ得る。ビデオエンコーダ22およびビデオデコーダ30は、様々なサイズを有するPUを
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サポートし得る。上で示されたように、CUのサイズは、CUの輝度コーディングブロックの
サイズを指すことがあり、PUのサイズは、PUの輝度予測ブロックのサイズを指すことがあ
る。特定のCUのサイズが2N×2Nであると仮定すると、ビデオエンコーダ22およびビデオデ
コーダ30は、イントラ予測に対して2N×2NまたはN×NというPUサイズ、およびインター予
測に対して2N×2N、2N×N、N×2N、N×N、または類似の、対称のPUサイズをサポートし得
る。ビデオエンコーダ22およびビデオデコーダ30はまた、インター予測に対して、2N×nU
、2N×nD、nL×2N、およびnR×2NというPUサイズのための非対称区分をサポートし得る。
【０１４５】
　インター予測処理ユニット120は、インター予測をCUの各PUに対して実行することによ
って、PUの予測データを生成し得る。PUの予測データは、PUの予測ブロックおよびPUの動
き情報を含み得る。インター予測処理ユニット120は、PUがIスライスの中にあるか、Pス
ライスの中にあるか、またはBスライスの中にあるかに応じて、CUのPUに対して異なる動
作を実行し得る。Iスライスの中では、すべてのPUがイントラ予測される。したがって、P
UがIスライスの中にある場合、インター予測処理ユニット120は、インター予測をPUに対
して実行しない。したがって、Iモードで符号化されるブロックの場合、予測されるブロ
ックは、同じフレーム内で以前符号化された隣接ブロックからの空間予測を使用して形成
される。PUがPスライスの中にある場合、インター予測処理ユニット120は、単方向インタ
ー予測を使用してPUの予測ブロックを生成することができる。PUがBスライスの中にある
場合、インター予測処理ユニット120は、単方向または双方向インター予測を使用してPU
の予測ブロックを生成することができる。
【０１４６】
　イントラ予測処理ユニット126は、PUに対してイントラ予測を実行することによって、P
Uの予測データを生成し得る。PUの予測データは、PUの予測ブロックおよび様々なシンタ
ックス要素を含み得る。イントラ予測処理ユニット126は、Iスライス、Pスライス、およ
びBスライスの中のPUに対して、イントラ予測を実行し得る。
【０１４７】
　イントラ予測をPUに対して実行するために、イントラ予測処理ユニット126は、複数の
イントラ予測モードを使用して、PUの予測データの複数のセットを生成し得る。イントラ
予測処理ユニット126は、隣接PUのサンプルブロックからのサンプルを使用して、PUの予
測ブロックを生成し得る。PU、CU、およびCTUに対して左から右、上から下への符号化順
序を仮定すると、隣接PUは、PUの上、右上、左上、または左であり得る。イントラ予測処
理ユニット126は、様々な数のイントラ予測モード、たとえば、33個の方向性イントラ予
測モードを使用し得る。いくつかの例では、イントラ予測モードの数は、PUと関連付けら
れる領域のサイズに依存し得る。加えて、図11を参照して以下でより詳細に説明されるよ
うに、イントラ予測処理ユニット126は、ビデオデータのブロックの高さおよび/または幅
の関数として、ビデオデータのブロックを符号化するためのPDPCパラメータを決定するよ
うに構成され得る。
【０１４８】
　予測処理ユニット100は、PUのためにインター予測処理ユニット120によって生成される
予測データ、またはPUのためにイントラ予測処理ユニット126によって生成される予測デ
ータの中から、CUのPUの予測データを選択し得る。いくつかの例では、予測処理ユニット
100は、予測データのセットのレート/ひずみの尺度に基づいて、CUのPUの予測データを選
択する。選択される予測データの予測ブロックは、選択予測ブロックと本明細書で呼ばれ
ることがある。
【０１４９】
　残差生成ユニット102は、CUのコーディングブロック(たとえば、輝度コーディングブロ
ック、Cbコーディングブロック、およびCrコーディングブロック)およびCUのPUの選択さ
れた予測ブロック(たとえば、予測輝度ブロック、予測Cbブロック、および予測Crブロッ
ク)に基づいて、CUの残差ブロック(たとえば、輝度残差ブロック、Cb残差ブロック、およ
びCr残差ブロック)を生成し得る。たとえば、残差生成ユニット102は、残差ブロックの中
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の各サンプルがCUのコーディングブロックの中のサンプルとCUのPUの対応する選択された
予測ブロックの中の対応するサンプルとの間の差分に等しい値を有するように、CUの残差
ブロックを生成し得る。
【０１５０】
　変換処理ユニット104は、四分木区分を実行して、CUと関連付けられた残差ブロックをC
UのTUと関連付けられた変換ブロックに区分し得る。したがって、TUは、輝度変換ブロッ
クおよび2つの色差変換ブロックと関連付けられ得る。CUのTUの輝度変換ブロックおよび
色差変換ブロックのサイズおよび位置は、CUのPUの予測ブロックのサイズおよび位置に基
づいても基づかなくてもよい。「残差四分木」(RQT)として知られる四分木構造が、領域
の各々と関連付けられたノードを含み得る。CUのTUは、RQTのリーフノードに相当し得る
。
【０１５１】
　変換処理ユニット104は、TUの変換ブロックに1つまたは複数の変換を適用することによ
って、CUのTUごとに変換係数ブロックを生成し得る。変換処理ユニット104は、TUと関連
付けられた変換ブロックに様々な変換を適用し得る。たとえば、変換処理ユニット104は
、離散コサイン変換(DCT)、方向変換、または概念的に類似の変換を、変換ブロックに適
用し得る。いくつかの例では、変換処理ユニット104は、変換ブロックに変換を適用しな
い。そのような例では、変換ブロックは、変換係数ブロックとして扱われ得る。
【０１５２】
　量子化ユニット106は、係数ブロックの中の変換係数を量子化し得る。量子化プロセス
は、変換係数の一部またはすべてと関連付けられるビット深度を低減し得る。たとえば、
nビットの変換係数は、量子化の間にmビットの変換係数に切り捨てられてよく、nはmより
も大きい。量子化ユニット106は、CUと関連付けられる量子化パラメータ(QP)値に基づい
て、CUのTUと関連付けられる係数ブロックを量子化し得る。ビデオエンコーダ22は、CUと
関連付けられるQP値を調整することによって、CUと関連付けられた係数ブロックに適用さ
れる量子化の程度を調整し得る。量子化は情報の喪失をもたらし得る。したがって、量子
化された変換係数は、元の変換係数より精度が低いことがある。
【０１５３】
　逆量子化ユニット108および逆変換処理ユニット110は、それぞれ、逆量子化および逆変
換を係数ブロックに適用して、係数ブロックから残差ブロックを再構築し得る。再構築ユ
ニット112は、予測処理ユニット100によって生成された1つまたは複数の予測ブロックか
らの対応するサンプルに、再構築された残差ブロックを加算して、TUと関連付けられる再
構築された変換ブロックを生成し得る。このようにしてCUのTUごとに変換ブロックを再構
築することによって、ビデオエンコーダ22は、CUのコーディングブロックを再構築し得る
。
【０１５４】
　フィルタユニット114は、1つまたは複数のデブロッキング動作を実行して、CUと関連付
けられるコーディングブロックにおけるブロッキングアーティファクトを低減し得る。フ
ィルタユニット114が1つまたは複数のデブロッキング動作を再構築されたコーディングブ
ロックに対して実行した後、復号ピクチャバッファ116は、再構築されたコーディングブ
ロックを記憶し得る。インター予測処理ユニット120は、インター予測を他のピクチャのP
Uに対して実行するために、再構築されたコーディングブロックを含む参照ピクチャを使
用し得る。加えて、イントラ予測処理ユニット126は、CUと同じピクチャの中の他のPUに
対してイントラ予測を実行するために、復号ピクチャバッファ116の中の再構築されたコ
ーディングブロックを使用し得る。
【０１５５】
　エントロピー符号化ユニット118は、ビデオエンコーダ22の他の機能構成要素からデー
タを受け取り得る。たとえば、エントロピー符号化ユニット118は、係数ブロックを量子
化ユニット106から受け取ることができ、シンタックス要素を予測処理ユニット100から受
け取ることができる。エントロピー符号化ユニット118は、データに対して1つまたは複数
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のエントロピー符号化動作を実行して、エントロピー符号化データを生成し得る。たとえ
ば、エントロピー符号化ユニット118は、CABAC動作、コンテキスト適応型可変長コーディ
ング(CAVLC)動作、可変長対可変長(V2V)コーディング動作、シンタックスベースコンテキ
スト適応型バイナリ算術コーディング(SBAC)動作、確率区間区分エントロピー(PIPE)コー
ディング動作、指数ゴロム符号化動作、または別のタイプのエントロピー符号化動作を、
データに対して実行し得る。ビデオエンコーダ22は、エントロピー符号化ユニット118に
よって生成されたエントロピー符号化されたデータを含むビットストリームを出力し得る
。たとえば、ビットストリームは、CUに対するRQTを表すデータを含み得る。
【０１５６】
　図8は、本開示の技法を実施するように構成される例示的なビデオデコーダ30を示すブ
ロック図である。図8は説明のために提供され、広く例示されるとともに本開示で説明さ
れるような技法を限定するものではない。説明のために、本開示は、HEVCコーディングの
文脈においてビデオデコーダ30を説明する。しかしながら、本開示の技法は、非正方形区
分および/または独立した輝度と色差の区分を許容する技法を含む、他のコーディング規
格または方法に適用可能であり得る。
【０１５７】
　図8の例では、ビデオデコーダ30は、エントロピー復号ユニット150、ビデオデータメモ
リ151、予測処理ユニット152、逆量子化ユニット154、逆変換処理ユニット156、再構築ユ
ニット158、フィルタユニット160、および復号ピクチャバッファ162を含む。予測処理ユ
ニット152は、動き補償ユニット164およびイントラ予測処理ユニット166を含む。他の例
では、ビデオデコーダ30は、より多数の、より少数の、または異なる機能構成要素を含み
得る。
【０１５８】
　ビデオデータメモリ151は、ビデオデコーダ30の構成要素によって復号されるべき、符
号化されたビデオビットストリームなどの符号化されたビデオデータを記憶し得る。ビデ
オデータメモリ151に記憶されるビデオデータは、たとえば、コンピュータ可読媒体16か
ら、たとえば、カメラなどのローカルビデオソースから、ビデオデータの有線ネットワー
ク通信もしくはワイヤレスネットワーク通信を介して、または物理データ記憶媒体にアク
セスすることによって、取得され得る。ビデオデータメモリ151は、符号化されたビデオ
ビットストリームからの符号化されたビデオデータを記憶するコーディングピクチャバッ
ファ(CPB: coded picture buffer)を形成し得る。復号ピクチャバッファ162は、たとえば
、イントラコーディングモードまたはインターコーディングモードにおいて、ビデオデコ
ーダ30によってビデオデータを復号する際に使用するための、または出力のための、参照
ビデオデータを記憶する参照ピクチャメモリであってもよい。ビデオデータメモリ151お
よび復号ピクチャバッファ162は、シンクロナスDRAM(SDRAM)を含むダイナミックランダム
アクセスメモリ(DRAM)、磁気抵抗RAM(MRAM)、抵抗変化RAM(RRAM(登録商標))、または他の
タイプのメモリデバイスなど、様々なメモリデバイスのいずれかによって形成され得る。
ビデオデータメモリ151および復号ピクチャバッファ162は、同じメモリデバイスまたは別
個のメモリデバイスによって提供され得る。様々な例では、ビデオデータメモリ151は、
ビデオデコーダ30の他の構成要素とともにオンチップであることがあり、または、それら
の構成要素に対してオフチップであることがある。ビデオデータメモリ151は、図1の記憶
媒体28と同じであることがあり、またはその一部であることがある。
【０１５９】
　ビデオデータメモリ151は、ビットストリームの符号化されたビデオデータ(たとえば、
NALユニット)を受信し記憶する。エントロピー復号ユニット150は、符号化されたビデオ
データ(たとえば、NALユニット)をビデオデータメモリ151から受信することができ、NAL
ユニットを構文解析して、シンタックス要素を取得することができる。エントロピー復号
ユニット150は、NALユニットの中のエントロピー符号化されたシンタックス要素をエント
ロピー復号し得る。予測処理ユニット152、逆量子化ユニット154、逆変換処理ユニット15
6、再構築ユニット158、およびフィルタユニット160は、ビットストリームから抽出され
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たシンタックス要素に基づいて、復号されたビデオデータを生成し得る。エントロピー復
号ユニット150は、エントロピー符号化ユニット118のプロセスとは全般に逆のプロセスを
実行し得る。
【０１６０】
　本開示のいくつかの例によれば、エントロピー復号ユニット150は、ビットストリーム
からシンタックス要素を取得することの一部として、木構造を決定し得る。木構造は、CT
Bなどの初期のビデオブロックが、コーディング単位などのより小さいビデオブロックへ
とどのように区分されるかを規定し得る。本開示の1つまたは複数の技法によれば、木構
造の各深度レベルにおいて木構造の各々のそれぞれの非リーフノードに対して、それぞれ
の非リーフノードに対して複数の許容される分割パターンがあり、それぞれの非リーフノ
ードに対応するビデオブロックは、複数の許容可能な分割パターンのうちの1つに従って
、それぞれの非リーフノードの子ノードに対応するビデオブロックへと区分される。
【０１６１】
　加えて、図10を参照して以下でより詳細に説明されるように、ビデオデコーダ30は、単
一の色差ブロックに対応する2つ以上の輝度ブロックがある状況において、色差ブロック
を復号するときに使用するために、輝度ブロックのために受信されたコーディングモード
情報をどのように再使用すべきかを決定するように構成され得る。
【０１６２】
　ビットストリームからシンタックス要素を取得することに加えて、ビデオデコーダ30は
、区分されていないCUに対して再構築動作を実行し得る。CUに対して再構築動作を実行す
るために、ビデオデコーダ30は、CUの各TUに対して再構築動作を実行し得る。CUのTUごと
に再構築動作を実行することによって、ビデオデコーダ30は、CUの残差ブロックを再構築
し得る。
【０１６３】
　CUのTUに対して再構築動作を実行することの一部として、逆量子化ユニット154は、TU
と関連付けられた係数ブロックを逆量子化(inverse quantize)、すなわち、逆量子化(de-
quantize)し得る。逆量子化ユニット154が係数ブロックを逆量子化した後、逆変換処理ユ
ニット156は、TUと関連付けられた残差ブロックを生成するために、1つまたは複数の逆変
換を係数ブロックに適用し得る。たとえば、逆変換処理ユニット156は、逆DCT、逆整数変
換、逆カルーネンレーベ変換(KLT)、逆回転変換、逆方向変換、または別の逆変換を係数
ブロックに適用し得る。
【０１６４】
　PUがイントラ予測を使用して符号化されている場合、イントラ予測処理ユニット166は
、イントラ予測を実行してPUの予測ブロックを生成し得る。イントラ予測処理ユニット16
6は、イントラ予測モードを使用して、空間的に隣接するブロックのサンプルに基づいて
、PUの予測ブロックを生成し得る。イントラ予測処理ユニット166は、ビットストリーム
から取得された1つまたは複数のシンタックス要素に基づいて、PUのイントラ予測モード
を決定し得る。加えて、図12を参照して以下でより詳細に説明されるように、イントラ予
測処理ユニット166は、ビデオデータのブロックの高さおよび/または幅の関数として、ビ
デオデータのブロックを符号化するためのPDPCパラメータを決定するように構成され得る
。
【０１６５】
　PUがインター予測を使用して符号化される場合、エントロピー復号ユニット150は、PU
の動き情報を決定し得る。動き補償ユニット164は、PUの動き情報に基づいて、1つまたは
複数の参照ブロックを決定し得る。動き補償ユニット164は、1つまたは複数の参照ブロッ
クに基づいて、PUの予測ブロック(たとえば、予測輝度ブロック、予測Cbブロック、およ
び予測Crブロック)を生成し得る。
【０１６６】
　再構築ユニット158は、CUのTUのための変換ブロック(たとえば、輝度変換ブロック、Cb
変換ブロック、およびCr変換ブロック)、ならびにCUのPUの予測ブロック(たとえば、輝度
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ブロック、Cbブロック、およびCrブロック)、すなわちイントラ予測データまたはインタ
ー予測データのいずれかを適宜使用して、CUのコーディングブロック(たとえば、輝度コ
ーディングブロック、Cbコーディングブロック、およびCrコーディングブロック)を再構
築し得る。たとえば、再構築ユニット158は、予測ブロック(たとえば、輝度予測ブロック
、Cb予測ブロック、およびCr予測ブロック)の対応するサンプルに、変換ブロック(たとえ
ば、輝度変換ブロック、Cb変換ブロック、およびCr変換ブロック)のサンプルを加算して
、CUのコーディングブロック(たとえば、輝度コーディングブロック、Cbコーディングブ
ロック、およびCrコーディングブロック)を再構築し得る。
【０１６７】
　フィルタユニット160は、デブロッキング動作を実行して、CUのコーディングブロック
と関連付けられるブロッキングアーティファクトを低減し得る。ビデオデコーダ30は、CU
のコーディングブロックを復号ピクチャバッファ162に記憶し得る。復号ピクチャバッフ
ァ162は、後続の動き補償、イントラ予測、および図1のディスプレイデバイス32などのデ
ィスプレイデバイス上での提示のために、参照ピクチャを提供し得る。たとえば、ビデオ
デコーダ30は、復号ピクチャバッファ162の中のブロックに基づいて、他のCUのPUのため
にイントラ予測動作またはインター予測動作を実行し得る。
【０１６８】
　図9は、本開示の技法による、ビデオコーダの例示的な動作を示すフローチャートであ
る。ビデオコーダは、ビデオエンコーダ22および/またはビデオデコーダ30であり得る。
本開示の技法によれば、エンコーダ22および/またはビデオデコーダ30は、ビデオデータ
を輝度成分の区分へと区分することと(200)、ビデオデータを色差成分の区分へと区分す
ることと、色差成分が輝度成分とは独立に区分され(202)、輝度成分の第1の区分をコーデ
ィングすることと(204)、輝度成分の第1の区分をコーディングすることと関連付けられる
情報が色差成分の第2の区分をコーディングするために使用されるべきであるかどうかを
示すシンタックス要素をコーディングすることと(206)、シンタックス要素に従って色差
成分の第2の区分をコーディングすることと(208)を行うように構成され得る。
【０１６９】
　図10は、本開示の技法による、ビデオデコーダの例示的な動作を示すフローチャートで
ある。図10の技法は、ビデオデコーダ30の1つまたは複数のハードウェア構造によって実
行され得る。
【０１７０】
　本開示の一例では、ビデオデコーダ30は、符号化されたビデオデータのビットストリー
ムを受信するように構成されることがあり、符号化されたビデオデータは区分された輝度
ブロックおよび区分された色差ブロックを表し、色差ブロックは輝度ブロックとは独立に
区分される(212)。ビデオデコーダ30はさらに、それぞれの区分された輝度ブロックに対
応するそれぞれのコーディングモードを決定することと(214)、決定されたそれぞれのコ
ーディングモードに従ってそれぞれの区分された輝度ブロックを復号することと(216)を
行うように構成され得る。
【０１７１】
　ビデオデコーダ30はさらに、それぞれの区分された輝度ブロックと関連付けられるそれ
ぞれのコーディングモードが第1の区分された色差ブロックを復号するために使用される
べきであることを示す第1のシンタックス要素を復号するように構成されることがあり、
第1の区分された色差ブロックは2つ以上の区分された輝度ブロックと揃う(218)。ビデオ
デコーダ30はさらに、2つ以上の区分された輝度ブロックのそれぞれのコーディングモー
ドの関数に従って、第1の区分された色差ブロックの色差コーディングモードを決定し(22
0)、決定された色差コーディングモードに従って第1の区分された色差ブロックを復号す
ることができる(222)。
【０１７２】
　本開示の一例では、色差ブロックは、少なくとも1つの区分された色差ブロックが単一
の区分された輝度ブロックと揃わないように、輝度ブロックとは独立に区分される。
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【０１７３】
　本開示の別の例では、それぞれの区分された輝度ブロックに対応するそれぞれのコーデ
ィングモードを決定するために、ビデオデコーダ30はさらに、それぞれの区分された輝度
ブロックに対応する第2のシンタックス要素を受信することと、第2のシンタックス要素が
それぞれのコーディングモードを示し、それぞれのコーディングモードを決定するために
それぞれの区分された輝度ブロックに対応する第2のシンタックス要素を復号することと
を行うように構成され得る。
【０１７４】
　本開示の別の例では、それぞれの区分された輝度ブロックに対応するそれぞれのコーデ
ィングモードを決定するために、ビデオデコーダ30はさらに、それぞれの区分された輝度
ブロックの1つまたは複数の代表的な位置から1つまたは複数のそれぞれのコーディングモ
ードを選択するように構成される。別の例では、ビデオデコーダ30は、関数に従って1つ
または複数のそれぞれのコーディングモードを選択するように構成される。
【０１７５】
　別の例では、1つまたは複数の代表的な位置は、それぞれの区分された輝度ブロックの
中心の代表的な位置を含み、関数に従って第1の区分された色差ブロックの色差コーディ
ングモードを決定するために、ビデオデコーダ30はさらに、中心の代表的な位置に対して
記憶されている決定されたそれぞれのコーディングモードを示す情報を取得するように構
成される。
【０１７６】
　別の例では、1つまたは複数の代表的な位置は、それぞれの区分された輝度ブロックの
角の代表的な位置を含み、関数に従って第1の区分された色差ブロックの色差コーディン
グモードを決定するために、ビデオデコーダ30はさらに、角の代表的な位置に対して記憶
されている決定されたそれぞれのコーディングモードを示す情報を取得するように構成さ
れる。一例では、1つまたは複数の代表的な位置は1つまたは複数のサブブロックを備える
。
【０１７７】
　本開示の別の例では、ビデオデコーダ30はさらに、それぞれの区分された輝度ブロック
をそれぞれのサブブロックへと分けることと、決定されたそれぞれのコーディングモード
を示す情報をそれぞれのサブブロックと関連付けられるそれぞれのメモリ位置に記憶する
こととを行うように構成され得る。
【０１７８】
　本開示の別の例では、関数は、2つ以上の区分された輝度ブロックの1つまたは複数のそ
れぞれのサブブロックの位置を含む。本開示の別の例では、1つまたは複数のそれぞれの
サブブロックの位置は、2つ以上の区分された輝度ブロックの中心のサブブロックであり
、関数に従って第1の区分された色差ブロックの色差コーディングモードを決定するため
に、ビデオデコーダ30は、中心のサブブロックに対して記憶されている決定されたそれぞ
れのコーディングモードを示す情報を取得するように構成される。
【０１７９】
　本開示の別の例では、1つまたは複数のそれぞれのサブブロックの位置は、2つ以上の区
分された輝度ブロックの角のサブブロックであり、関数に従って第1の区分された色差ブ
ロックの色差コーディングモードを決定するために、ビデオデコーダ30は、角のサブブロ
ックに対して記憶されている決定されたそれぞれのコーディングモードを示す情報を取得
するように構成される。
【０１８０】
　本開示の別の例では、関数は、それぞれのサブブロックと関連付けられるそれぞれのメ
モリ位置における、決定されたそれぞれのコーディングモードを示す情報の統計的分析を
含む。
【０１８１】
　本開示の別の例では、関数に従って第1の区分された色差ブロックの色差コーディング
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モードを決定するために、ビデオデコーダ30はさらに、勾配またはより高次の導関数のう
ちの1つを使用して、それぞれのメモリ位置に記憶されている情報を分析するように構成
される。
【０１８２】
　本開示の別の例では、情報は、色差予測のための直接モードの指示、予測方向、動き情
報、場所に依存するイントラ予測組合せモードに対するフラグ、場所に依存するイントラ
予測組合せモードに対する1つまたは複数のパラメータ、分離不能変換に対する1つまたは
複数の第2の変換セット、増強複数変換、適応複数変換、または、エントロピーコーディ
ングデータモデルを決定するための1つまたは複数のコンテキストのうちの1つまたは複数
を含む。
【０１８３】
　本開示の別の例では、ビデオデコーダ30は、関数を示す第3のシンタックス要素を受信
するように構成され得る。
【０１８４】
　本開示の別の例では、ビデオデコーダ30はワイヤレス通信デバイスの一部であり、ワイ
ヤレス通信デバイスはさらに、符号化されたビデオデータのビットストリームを受信する
ように構成される受信機を備える。一例では、ワイヤレス通信デバイスは移動局であり、
符号化されたビデオデータのビットストリームは、受信機によって受信され、セルラー通
信規格に従って変調される。
【０１８５】
　図11は、本開示の技法による、ビデオエンコーダ22の例示的な動作を示すフローチャー
トである。図12の技法は、ビデオエンコーダ22の1つまたは複数のハードウェア構造によ
って実行され得る。
【０１８６】
　本開示の一例では、ビデオエンコーダ22は、ビデオデータのブロックを受信することと
、ビデオデータのブロックが幅および高さによって定義される非正方形の形状を有し(230
)、ビデオデータのブロックの幅または高さのうちの1つまたは複数に基づいて1つまたは
複数のPDPCパラメータを決定することと(232)、PDPCモードおよび決定されたPDPCパラメ
ータを使用してビデオデータのブロックを符号化することと(234)を行うように構成され
得る。上で論じられたように、図11の技法は、サンプル場所に従って予測子および参照サ
ンプルに加重平均を適用する予測モードを含む、非正方形ブロックを使用する任意の予測
モードのための予測モードパラメータを決定するために使用され得ることを理解されたい
。
【０１８７】
　一例では、1つまたは複数のPDPCパラメータは、1つまたは複数の水平関連のPDPCパラメ
ータおよび1つまたは複数の垂直関連のPDPCパラメータを含み、1つまたは複数のPDPCパラ
メータを決定するために、ビデオエンコーダ22はさらに、ビデオデータのブロックの幅に
基づいて1つまたは複数の水平関連のPDPCパラメータを決定することと、ビデオデータの
ブロックの高さに基づいて1つまたは複数の垂直関連のPDPCパラメータを決定することと
を行うように構成される。
【０１８８】
　本開示の別の例では、1つまたは複数の水平関連のPDPCパラメータを決定するために、
ビデオエンコーダ22はさらに、ビデオデータのブロックの幅の関数として、1つまたは複
数のルックアップテーブルの1つまたは複数のエントリーを取り出すように構成され、1つ
または複数の垂直関連のPDPCパラメータを決定するために、ビデオエンコーダ22はさらに
、ビデオデータのブロックの高さの関数として、1つまたは複数のルックアップテーブル
の1つまたは複数のエントリーを取り出すように構成される。
【０１８９】
　本開示の別の例では、ビデオデータのブロックの幅の関数として1つまたは複数のルッ
クアップテーブルの1つまたは複数のエントリーを取り出すために、ビデオエンコーダ22
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はさらに、ビデオデータのブロックの幅に基づいて、第1のルックアップテーブルの中の
第1のインデックスを取り出すことと、第1のインデックスが第2のルックアップテーブル
の中の第1のエントリーを指し、取り出された第1のインデックスに基づいて、第2のルッ
クアップテーブルの中の1つまたは複数の水平関連のPDPCパラメータを取り出すこととを
行うように構成される。さらなる例では、ビデオデータのブロックの高さの関数として1
つまたは複数のルックアップテーブルの1つまたは複数のエントリーを取り出すために、
ビデオエンコーダ22はさらに、ビデオデータのブロックの高さに基づいて、第1のルック
アップテーブルの中の第2のインデックスを取り出すことと、第2のインデックスが第2の
ルックアップテーブルの中の第2のエントリーを指し、取り出された第2のインデックスに
基づいて、第2のルックアップテーブルの中の1つまたは複数の垂直関連のPDPCパラメータ
を取り出すこととを行うように構成される。
【０１９０】
　本開示の別の例では、1つまたは複数のPDPCパラメータは、水平関連ではなく垂直関連
ではない1つまたは複数の非方向性のPDPCパラメータを含み、1つまたは複数のPDPCパラメ
ータを決定するために、ビデオエンコーダ22はさらに、ビデオデータのブロックの幅およ
び高さの関数に基づいて1つまたは複数の非方向性のPDPCパラメータを決定するように構
成される。
【０１９１】
　本開示の別の例では、関数は、ビデオデータのブロックの幅および高さのうちの小さい
方、ビデオデータのブロックの幅および高さのうちの大きい方、またはビデオデータのブ
ロックの幅および高さの加重平均のうちの1つまたは複数である。さらなる例では、1つま
たは複数の非方向性のPDPCパラメータを決定するために、ビデオエンコーダ22はさらに、
ビデオデータのブロックの幅および高さの関数として、1つまたは複数のルックアップテ
ーブルの1つまたは複数のエントリーにアクセスするように構成される。
【０１９２】
　本開示の別の例では、ビデオエンコーダ22はワイヤレス通信デバイスに含まれ、ワイヤ
レス通信デバイスはさらに、ビデオデータの符号化されたブロックを送信するように構成
される送信機を備える。別の例では、ワイヤレス通信デバイスは移動局であり、ビデオデ
ータの符号化されたブロックは、送信機によって受信され、セルラー通信規格に従って変
調される。
【０１９３】
　図12は、本開示の技法による、ビデオデコーダ30の例示的な動作を示すフローチャート
である。図12の技法は、ビデオデコーダ30の1つまたは複数のハードウェア構造によって
実行され得る。
【０１９４】
　本開示の一例では、ビデオデコーダ30は、PDPCモードを使用して符号化されたビデオデ
ータのブロックを受信することと、ビデオデータのブロックが幅および高さによって定義
される非正方形の形状を有し(240)、ビデオデータのブロックの幅または高さのうちの1つ
または複数に基づいて1つまたは複数のPDPCパラメータを決定することと(242)、PDPCモー
ドおよび決定されたPDPCパラメータを使用してビデオデータのブロックを復号することと
(244)を行うように構成され得る。上で論じられたように、図12の技法は、サンプル場所
に従って予測子および参照サンプルに加重平均を適用する予測モードを含む、非正方形ブ
ロックを使用する任意の予測モードのための予測モードパラメータを決定するために使用
され得ることを理解されたい。
【０１９５】
　本開示の一例では、1つまたは複数のPDPCパラメータは、1つまたは複数の水平関連のPD
PCパラメータおよび1つまたは複数の垂直関連のPDPCパラメータを含み、1つまたは複数の
PDPCパラメータを決定するために、ビデオデコーダ30はさらに、ビデオデータのブロック
の幅に基づいて1つまたは複数の水平関連のPDPCパラメータを決定することと、ビデオデ
ータのブロックの高さに基づいて1つまたは複数の垂直関連のPDPCパラメータを決定する
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こととを行うように構成される。
【０１９６】
　本開示の別の例では、1つまたは複数の水平関連のPDPCパラメータを決定するために、
ビデオデコーダ30はさらに、ビデオデータのブロックの幅の関数として、1つまたは複数
のルックアップテーブルの1つまたは複数のエントリーを取り出すように構成され、1つま
たは複数の垂直関連のPDPCパラメータを決定するために、ビデオデコーダ30はさらに、ビ
デオデータのブロックの高さの関数として、1つまたは複数のルックアップテーブルの1つ
または複数のエントリーを取り出すように構成される。
【０１９７】
　本開示の別の例では、ビデオデータのブロックの幅の関数として1つまたは複数のルッ
クアップテーブルの1つまたは複数のエントリーを取り出すために、ビデオデコーダ30は
さらに、ビデオデータのブロックの幅に基づいて、第1のルックアップテーブルの中の第1
のインデックスを取り出すことと、第1のインデックスが第2のルックアップテーブルの中
の第1のエントリーを指し、取り出された第1のインデックスに基づいて、第2のルックア
ップテーブルの中の1つまたは複数の水平関連のPDPCパラメータを取り出すこととを行う
ように構成される。さらなる例では、ビデオデータのブロックの高さの関数として1つま
たは複数のルックアップテーブルの1つまたは複数のエントリーを取り出すために、ビデ
オデコーダ30はさらに、ビデオデータのブロックの高さに基づいて、第1のルックアップ
テーブルの中の第2のインデックスを取り出すことと、第2のインデックスが第2のルック
アップテーブルの中の第2のエントリーを指し、取り出された第2のインデックスに基づい
て、第2のルックアップテーブルの中の1つまたは複数の垂直関連のPDPCパラメータを取り
出すこととを行うように構成される。
【０１９８】
　別の例では、1つまたは複数のPDPCパラメータは、水平関連ではなく垂直関連ではない1
つまたは複数の非方向性のPDPCパラメータを含み、1つまたは複数のPDPCパラメータを決
定するために、ビデオデコーダ30はさらに、ビデオデータのブロックの幅および高さの関
数に基づいて1つまたは複数の非方向性のPDPCパラメータを決定するように構成される。
【０１９９】
　別の例では、関数は、ビデオデータのブロックの幅および高さのうちの小さい方、ビデ
オデータのブロックの幅および高さのうちの大きい方、またはビデオデータのブロックの
幅および高さの加重平均のうちの1つまたは複数である。
【０２００】
　本開示の別の例では、1つまたは複数の非方向性のPDPCパラメータを決定するために、
ビデオデコーダ30はさらに、ビデオデータのブロックの幅および高さの関数として、1つ
または複数のルックアップテーブルの1つまたは複数のエントリーにアクセスするように
構成される。
【０２０１】
　本開示の別の例では、ビデオデコーダ30はワイヤレス通信デバイスの一部であり、ワイ
ヤレス通信デバイスはさらに、ビデオデータのブロックを受信するように構成される受信
機を備える。さらなる例では、ワイヤレス通信デバイスは移動局であり、ビデオデータの
ブロックは、受信機によって受信され、セルラー通信規格に従って変調される。
【０２０２】
　本開示のいくつかの態様は、説明を目的にHEVC規格の拡張に関して説明されている。し
かしながら、本開示において説明される技法は、開発中のまたはまだ開発されていない他
の標準的なまたは独自のビデオコーディングプロセスを含む、他のビデオコーディングプ
ロセスにとって有用であり得る。
【０２０３】
　ビデオコーダは、本開示において説明されるように、ビデオエンコーダまたはビデオデ
コーダを指すことがある。同様に、ビデオコーディングユニットは、ビデオエンコーダま
たはビデオデコーダを指すことがある。同様に、ビデオコーディングは、場合により、ビ
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デオ符号化またはビデオ復号を指すことがある。
【０２０４】
　例によっては、本明細書において説明された技法のうちのいずれかのいくつかの行為ま
たはイベントが、異なるシーケンスで実行されてよく、追加され、統合され、または完全
に除外されてよい(たとえば、説明されたすべての行為またはイベントが技法の実践にと
って必要であるとは限らない)ことを認識されたい。その上、いくつかの例では、行為ま
たはイベントは、連続的にではなく、たとえば、マルチスレッド処理、割込み処理、また
は複数のプロセッサを通じて並行して実行されてよい。
【０２０５】
　1つまたは複数の例では、説明された機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファーム
ウェア、またはそれらの任意の組合せとして実装され得る。ソフトウェアで実装される場
合、機能は、1つまたは複数の命令またはコードとして、コンピュータ可読媒体上に記憶
されるか、またはコンピュータ可読媒体を介して送信され、ハードウェアベース処理ユニ
ットによって実行され得る。コンピュータ可読媒体は、データ記憶媒体などの有形媒体に
対応する、コンピュータ可読記憶媒体を含み得るか、または、たとえば、通信プロトコル
に従って、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を容易にする任意の
媒体を含む通信媒体を含み得る。このように、コンピュータ可読媒体は、一般に、(1)非
一時的な有形コンピュータ可読記憶媒体、または(2)信号もしくは搬送波などの通信媒体
に対応し得る。データ記憶媒体は、本開示で説明された技法の実装のための命令、コード
、および/またはデータ構造を取り出すために1つもしくは複数のコンピュータまたは1つ
もしくは複数のプロセッサによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。
コンピュータプログラム製品はコンピュータ可読媒体を含み得る。
【０２０６】
　限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読記憶媒体は、RAM、ROM、EEPROM、
CD-ROMもしくは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージもしくは他の磁気ス
トレージデバイス、フラッシュメモリ、または、命令もしくはデータ構造の形態の所望の
プログラムコードを記憶するために使用されコンピュータによってアクセスされ得る任意
の他の媒体を備え得る。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。
たとえば、命令が、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入
者線(DSL)、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、
ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、
光ファイバーケーブル、ツイストペア、DSL、または赤外線、無線、およびマイクロ波な
どのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。しかしながら、コンピュータ可読記憶媒
体およびデータ記憶媒体は、接続、搬送波、信号、または他の一時的媒体を含まないが、
代わりに非一時的有形記憶媒体を対象とすることを理解されたい。本明細書で使用される
ディスク(disk)およびディスク(disc)は、コンパクトディスク(disc)(CD)、レーザーディ
スク(登録商標)(disc)、光ディスク(disc)、デジタル多用途ディスク(disc)(DVD)、フロ
ッピー(登録商標)ディスク(disk)およびBlu-ray(登録商標)ディスク(disc)を含み、ディ
スク(disk)は通常、データを磁気的に再生し、ディスク(disc)は、レーザーを用いてデー
タを光学的に再生する。上記の組合せもまた、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる
べきである。
【０２０７】
　命令は、1つまたは複数のデジタル信号プロセッサ(DSP)、汎用マイクロプロセッサ、特
定用途向け集積回路(ASIC)、フィールドプログラマブルロジックアレイ(FPGA)、または他
の等価な集積論理回路構成もしくは個別論理回路構成などの、1つまたは複数のプロセッ
サによって実行され得る。したがって、本明細書において使用される「プロセッサ」とい
う用語は、上記の構造、または本明細書において説明される技法の実装に適した任意の他
の構造のいずれかを指すことがある。加えて、いくつかの態様では、本明細書において説
明される機能は、符号化および復号のために構成された専用のハードウェアモジュールお
よび/もしくはソフトウェアモジュール内で与えられることがあり、または複合コーデッ
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クに組み込まれることがある。また、技法は、1つまたは複数の回路または論理要素にお
いて完全に実装され得る。
【０２０８】
　本開示の技法は、ワイヤレスハンドセット、集積回路(IC)、またはICのセット(たとえ
ば、チップセット)を含む、多種多様なデバイスまたは装置において実装され得る。開示
された技法を実施するように構成されたデバイスの機能的態様を強調するために、様々な
構成要素、モジュール、またはユニットが本開示に記載されているが、それらは、必ずし
も異なるハードウェアユニットによる実現を必要とするとは限らない。むしろ、上で説明
されたように、様々なユニットは、コーデックハードウェアユニットにおいて組み合わさ
れるか、または適切なソフトウェアおよび/もしくはファームウェアとともに、上で説明
された1つもしくは複数のプロセッサを含む、相互動作可能なハードウェアユニットの集
合によって提供され得る。
【０２０９】
　様々な例が説明された。これらおよび他の例は、以下の特許請求の範囲内に入る。
【符号の説明】
【０２１０】
　　10　ビデオ符号化および復号システム
　　12　ソースデバイス
　　14　宛先デバイス
　　16　コンピュータ可読媒体
　　18　ビデオソース
　　20　記憶媒体
　　22　ビデオエンコーダ
　　24　出力インターフェース
　　26　入力インターフェース
　　28　記憶媒体
　　30　ビデオデコーダ
　　32　ディスプレイデバイス
　　50　ブロック
　　51　ブロック
　　52　ブロック
　　53　ブロック
　　54　ブロック
　　55　ブロック
　　56　ブロック
　　57　ブロック
　　58　ブロック
　　59　ブロック
　　60　ブロック
　　61　ブロック
　　62　ブロック
　　63　ブロック
　　64　ブロック
　　65　ブロック
　　66　ブロック
　　70　ノード
　　72　ノード
　　74　ノード
　　76　ノード
　　78　ノード
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　　80　ノード
　　84　ノード
　　90　サイズ対パラメータテーブル
　　92　予測パラメータテーブル
　　94　復号ブロック
　　100　予測処理ユニット
　　101　ビデオデータメモリ
　　102　残差生成ユニット
　　104　変換処理ユニット
　　106　量子化ユニット
　　108　逆量子化ユニット
　　110　逆変換処理ユニット
　　112　再構築ユニット
　　114　フィルタユニット
　　116　復号ピクチャバッファ
　　118　エントロピー符号化ユニット
　　120　インター予測処理ユニット
　　126　イントラ予測処理ユニット
　　150　エントロピー復号ユニット
　　151　ビデオデータメモリ
　　152　予測処理ユニット
　　154　逆量子化ユニット
　　156　逆変換処理ユニット
　　158　再構築ユニット
　　160　フィルタユニット
　　162　復号ピクチャバッファ
　　164　動き補償ユニット
　　166　イントラ予測処理ユニット



(46) JP 2019-509684 A 2019.4.4

【図１】 【図２Ａ】

【図２Ｂ】 【図３】



(47) JP 2019-509684 A 2019.4.4

【図４】 【図５Ａ】

【図５Ｂ】
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【要約の続き】
号するステップとを備える。
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